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日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書 

　

│
仮
名
文
書
と
『
徒
然
草
』
│

辛　
　

島　
　

美　
　

絵

一
、
研
究
目
的

　

本
稿
は
、
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基

金
助
成
金
）
研
究
課
題
「
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
中
世
仮
名
文
書
の

研
究
│
「
話
し
言
葉
」
資
料
と
し
て
の
書
状
類
の
検
証
│
」（
課
題
番
号

二
四
五
二
〇
五
一
八
）
の
一
環
で
あ
り
、『
徒
然
草
』
の
文
体
と
の
比
較

を
通
し
て
、
仮
名
文
書
文
体
の
特
色
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

中
世
以
前
の
日
本
語
史
研
究
で
は
、
文
献
が
主
た
る
資
料
と
な
る
が
、

現
在
に
残
さ
れ
て
い
る
文
献
資
料
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
し
か
も
多
く
は
社

会
的
価
値
や
必
要
性
に
よ
っ
て
伝
来
し
た
「
書
き
言
葉
」
の
資
料
で
あ
り
、

口
頭
で
日
常
的
に
遣
り
取
り
さ
れ
た
言
葉
、
つ
ま
り
「
話
し
言
葉

（
注
一
）」

を
知

る
た
め
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
室
町
時
代
に

な
る
と
、
抄
物
や
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
、
狂
言
等
の
文
献
資
料
に
よ
っ
て
、

当
時
の
「
話
し
言
葉
」
の
一
端
を
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
そ
れ
以

前
の
時
代
、
特
に
鎌
倉
時
代
で
は
「
話
し
言
葉
」
解
明
の
た
め
の
資
料
は
、

仮
名
文
書
（
仮
名
を
使
用
し
て
書
か
れ
た
古
文
書

（
注
二
））
を
除
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
残
存
し
な
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
語
資
料
と
し
て
の
古
文
書
は
、〈
奈
良
時
代
以
来
、
原
本
が
多
量

に
残
っ
て
い
る
〉〈
作
成
年
月
が
明
確
な
も
の
が
多
い
〉〈
書
き
手
が
地
域

的
な
広
が
り
を
持
つ
〉
等
の
多
く
の
長
所
を
持
つ
が
、
な
か
で
も
注
目
す

べ
き
は
、
特
定
の
相
手
に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
つ
ま
り

〈
差
出
人
と
充
名
人
が
実
在
し
、
実
生
活
上
で
遣
り
取
り
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
〉
と
い
う
点
で
、
現
実
社
会
で
遣
り
取
り
さ
れ
る
「
話
し
言
葉
」
の

あ
り
方
に
近
い
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
仮
名
文
書
は
、
書
き
手
が
皇
族
か

ら
非
教
養
層
に
ま
で
広
が
る
た
め
、
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
人
々

（
広
い
地
域
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
・
教
養
に
わ
た
る
人
々
）
の
日
常
の
「
話

し
言
葉
」
の
資
料
と
し
て
大
い
に
期
待
が
持
て
る
。
そ
こ
で
、
辛
島
美
絵

（
二
〇
〇
三
）
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
仮
名
文
書
の
用
語
の
総
合
的
な
調
査

を
行
い
、
仮
名
文
書
に
お
け
る
「
話
し
言
葉
」
の
表
現
と
の
共
通
性
は
、

用
件
や
作
成
者
等
に
お
い
て
私
的
・
個
人
的
要
素
が
比
較
的
強
い
書
状
的

な
仮
名
文
書

（
注
三
）に

顕
著
で
あ
り
、〈
語
形
に
口
頭
語
的
要
素
が
現
れ
や
す
い

こ
と
〉〈
相
手
に
働
き
か
け
る
表
現
が
多
い
こ
と
〉〈
異
な
り
語
数
が
比
較

的
高
く
、
い
ろ
ん
な
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
〉
と
い
っ
た
語
彙
・
語

法
上
に
そ
の
特
色
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
話
し
言
葉
」
の
特
色
は
、
語
彙
・
語
法
に
の
み
あ
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る
も
の
で
は
な
い
。
口
頭
で
日
常
的
に
遣
り
取
り
す
る
言
語
で
あ
る
「
話

し
言
葉
」
と
、
文
献
資
料
に
載
せ
ら
れ
た
「
書
き
言
葉
」
と
は
、
文
字
か

音
声
か
と
い
う
媒
体
、
書
く
か
話
す
か
と
い
う
言
語
行
為
に
お
い
て
全
く

異
な
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
達
の
目
的
に
も
形
式
に
も
、
さ
ら
に

は
言
語
化
す
る
内
容
に
も
相
違
が
生
じ
る
。「
話
し
言
葉
」
で
は
、
聞
き

手
の
存
在
は
、
話
し
手
の
言
葉
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
。
多
く
の
場
合
、

「
話
し
言
葉
」
は
眼
前
の
特
定
の
聞
き
手
に
対
し
て
使
用
さ
れ
、
時
間
的

に
十
分
に
吟
味
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
聞
き
手
に
届
い
て
瞬
時
に
消
え
る
。

聞
き
手
が
す
ぐ
に
理
解
で
き
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
そ
の
危
惧
が
あ
る

場
合
に
は
、
何
度
で
も
（
聞
き
手
が
）
聞
き
返
し
（
話
し
手
が
）
言
い
直

し
、
遣
り
取
り
を
繰
り
返
し
て
、
相
互
に
内
容
を
整
理
し
つ
つ
伝
達
と
理

解
が
行
わ
れ
る
。
話
し
手
は
聞
き
手
の
反
応
を
見
つ
つ
会
話
を
続
け
る
の

で
、
文
や
談
話
の
区
切
り
も
聞
き
手
を
意
識
し
て
行
わ
れ
る
し
、
聞
き
手

に
対
す
る
間
投
助
詞
や
終
助
詞
や
敬
語
表
現
等
も
多
く
な
る
。
ま
た
、
聞

き
手
を
意
識
す
る
反
面
、
聞
き
手
以
外
に
は
配
慮
し
な
い
た
め
、
第
三
者

を
意
識
す
る
な
ら
ば
使
わ
な
い
表
現
が
、
口
頭
で
の
言
葉
に
は
存
す
る
こ

と
も
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
「
話
し
言
葉
」
の
ど
の
よ
う
な
特
色
が
、
仮
名
文
書
の
ど

の
部
分
に
、
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
点
で
過
去

の
「
話
し
言
葉
」
の
研
究
に
利
用
で
き
る
の
か
。
そ
の
文
体
を
総
合
的
に

検
証
し
、
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
資
料
性
の
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
文
語
文
学
資
料
で
あ
る
『
徒
然
草
』

を
取
り
上
げ
、
両
者
の
文
章
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仮
名
文
書
の

文
体
の
特
色
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
日
本
語
資
料
と
し
て
の
『
徒
然
草
』
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
日
本
語
資
料
と
し
て
の
『
徒
然
草
』
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
研

究
状
況
を
概
観
し
、
仮
名
文
書
の
比
較
対
象
と
す
る
理
由
を
述
べ
る
。

（
二
ノ
一
）
国
語
学
分
野
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
研
究
状
況

　

『
徒
然
草
』
に
関
す
る
国
語
学
分
野
の
研
究
論
文
数
は
、
一
九
七
〇

年
頃
を
最
多
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
『
徒
然
草
』
に
限
ら

ず
古
典
文
学
資
料
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。〈
別
表
１
〉
は

中
古
中
世
の
諸
資
料
に
関
す
る
論
文
数
を
示
し
た
グ
ラ
フ

（
注
四
）で

あ
る
が
、

一
九
五
〇
年
代
か
ら
現
代
ま
で
、
国
語
科
教
育
の
教
材
に
な
る
よ
う
な
代

表
的
な
古
典
文
学
作
品
は
『
源
氏
物
語
』
を
除
き
総
じ
て
減
少
傾
向
に
あ

る
。
一
方
で
増
加
し
た
の
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や
訓
点
資
料
や
抄
物
と

い
っ
た
い
わ
ゆ
る
口
語
資
料
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
以

降
、
口
語
関
係
資
料
の
発
掘
調
査
が
急
が
れ
、
多
く
の
研
究
者
が
そ
れ
に

取
り
組
ん
だ
た
め
に

（
注
五
）、

以
前
か
ら
の
研
究
蓄
積
が
厚
い
古
典
文
学
資
料
が

後
回
し
に
さ
れ
、
取
り
組
み
数
が
減
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、

『
徒
然
草
』
の
資
料
性
が
解
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
も
「
文
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日本語史資料としての仮名文書

語
文
学
資
料
」
と
い
う
段
階
を
大
き
く
は
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

近
年
の
『
徒
然
草
』
の
国
語
学
的
研
究
は
、
最
盛
期
だ
っ
た
一
九
七
〇

年
頃
ま
で
の
研
究
成
果
を

（
注
六
）も

と
に
展
開
し
て
お
り
、
内
容
は
お
お
よ
そ

（
Ａ
）
古
写
本
等
の
表
記
を
研
究
す
る
、（
Ｂ
）
記
載
内
容
か
ら
言
語
生
活

や
言
語
意
識
を
探
る
、（
Ｃ
）
特
定
の
研
究
テ
ー
マ
の
た
め
に
『
徒
然
草
』

の
用
例
を
使
う
、（
Ｄ
）
文
体
や
語
彙
か
ら
『
徒
然
草
』
の
特
色
を
探
る
、

と
い
う
四
つ
の
方
向
に
整
理
で
き
る
。

（
Ａ
）
に
は
、
古
写
本
の
存
在
を
活
か
し
て
、
書
写
者
の
仮
名
遣
い
や
、

書
記
行
為
、
誤
記
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
小
野
正
弘
（
一
九
九
四
）
や
今

野
真
二
（
二
〇
〇
二
）
等
が
あ
り
、
山
田
健
三
他
（
二
〇
一
二
）
の
よ
う

に
印
刷
技
法
等
を
取
り
上
げ
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
書
写
や
写
本
等

を
対
象
と
す
る
い
わ
ゆ
る
表
記
の
研
究
で
あ
り
、『
徒
然
草
』
の
言
葉
自

体
を
直
接
的
に
研
究
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
Ｂ
）
に
は
山
本
真
吾
（
一
九
九
九
）、
池
田
証
寿
（
一
九
九
九
）、
福

田
益
和
（
一
九
八
五
）
等
が
あ
り
、
兼
好
の
言
語
認
識
や
、
規
範
意
識
等

を
検
討
す
る
。
た
だ
し
『
徒
然
草
』
は
言
語
行
動
に
関
す
る
記
述
が
多
い

と
は
い
え
、
該
当
部
は
限
定
的
で
あ
り
、『
徒
然
草
』
の
記
載
内
容
の
分

析
の
み
で
は
材
料
が
不
足
す
る
。
山
本
真
吾
（
一
九
九
九
）
で
も
言
及
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
研
究
を
言
語
意
識
史
や
言
語
生
活
史
へ
と
展
開
す
る

に
は
、
他
の
資
料
の
調
査
や
他
の
研
究
分
野
の
成
果
等
を
合
わ
せ
て
、
証

拠
を
集
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
Ｃ
）
に
は
、
半
藤
英
明
（
二
〇
〇
二
）
他
が
あ
り
、『
徒
然
草
』
の
用
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例
や
他
の
文
学
資
料
の
用
例
を
調
査
し
て
、
文
法
事
項
ほ
か
様
々
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
目
的
は
各
テ
ー
マ
の
言
語
事
象
の
解
明
で
あ
る

た
め
、『
徒
然
草
』
全
体
の
言
葉
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
研
究
の
基
盤
と
し
て
『
徒
然
草
』
の
日
本
語
資
料
と
し
て
の
資

料
性
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
Ｄ
）
の
文
体
研
究
は
、
以
上
の
中
で
は
『
徒
然
草
』
の
言
葉
や
資
料

性
と
最
も
関
係
が
深
い
分
野
で
あ
り
、
七
〇
年
代
以
前
か
ら
の
蓄
積

（
注
七
）も

厚

く
、
近
年
も
、
内
容
と
文
体
の
対
応
、
文
体
の
多
様
性
等
に
つ
い
て
多
く

の
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
文
末
表
現
と
内
容
と
の
対
応

を
詳
細
に
検
討
す
る
遠
藤
好
英
（
一
九
八
七
）
や
、
文
体
の
明
晰
性
等

を
検
証
し
つ
つ
総
体
的
に
『
徒
然
草
』
の
文
体
を
捉
え
よ
う
と
す
る
小

池
清
治
（
二
〇
〇
五
）、
ま
た
文
学
研
究
の
立
場
で
は
あ
る
が
中
野
貴
文

（
二
〇
一
一
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

（
注
八
）。

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
『
徒
然
草
』

内
部
の
研
究
に
比
べ
て
外
の
資
料
と
の
比
較
研
究
は
遅
れ
て
い
る
。

　

遅
れ
の
一
因
に
は
『
徒
然
草
』
が
言
語
資
料
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し

に
く
い
こ
と
が
あ
る
。
同
類
の
資
料
、
た
と
え
ば
歌
物
語
、
和
歌
、
軍

記
、
抄
物
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
等
々
の
よ
う
に
テ
ー
マ
、
内
容
、
作
成
目

的
等
に
お
い
て
共
通
性
の
高
い
資
料
群
が
形
成
で
き
れ
ば
、
そ
の
中
で
の

共
通
性
、
あ
る
い
は
特
性
を
検
証
し
、
客
観
的
な
証
拠
を
提
示
し
や
す
い

が
、『
徒
然
草
』
は
同
類
の
資
料
が
見
つ
け
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
同
時

代
の
資
料
の
中
で
『
徒
然
草
』
を
検
証
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
そ
の
文

章
・
文
体
を
日
本
語
史
の
上
に
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
も
課
題

と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
中
野
貴
文

（
二
〇
〇
四
）（
二
〇
〇
五
）（
二
〇
〇
六
）
が
楽
書
他
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

と
比
較
し
つ
つ
『
徒
然
草
』
の
文
学
上
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
い
る
が
、

語
学
的
研
究
に
お
い
て
も
同
様
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

（
二
ノ
二
）
仮
名
文
書
と
比
較
す
る
理
由

　

右
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、『
徒
然
草
』
を
仮
名
文
書
の
比
較

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（
１
）
実
用
資
料
で
あ
る
仮
名
文
書
の
特
色
は
、
文
学
と
い
う
全
く
異
な

る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
資
料
と
の
比
較
に
よ
り
明
確
に
な
り
や
す
い
。
文
学

資
料
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
文
学
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
内

で
『
徒
然
草
』
の
特
色
を
明
示
で
き
る
比
較
資
料
を
選
定
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
自
体
が
難
し
い
作
業
だ
が
、
作
成
目
的
が
異
な
る
実
用
資
料
で
あ

れ
ば
、
し
か
も
、
左
記
（
２
）
〜
（
４
）
の
よ
う
な
共
通
項
を
有
す
る

資
料
で
あ
れ
ば
対
照
す
る
こ
と
に
ま
ず
意
義
が
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に

文
学
資
料
と
し
て
孤
立
し
て
い
る
『
徒
然
草
』
に
と
っ
て
仮
名
文
書
は

格
好
の
比
較
対
象
と
い
え
る
。

（
２
）
仮
名
文
書
と
『
徒
然
草
』
は
、
仮
名
を
用
い
た
資
料
で
あ
る
と
い

う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

（
３
）
仮
名
文
書
に
は
『
徒
然
草
』
と
同
時
期
に
書
か
れ
た
一
三
、一
四
世

紀
の
原
本
が
存
在
す
る
。

（
４
）
仮
名
文
書
の
中
に
は
『
徒
然
草
』
と
内
容
の
似
た
部
分
を
も
つ
文



〔 17 〕

日本語史資料としての仮名文書

書
が
あ
る
。

（
５
）
文
学
研
究
に
お
い
て
『
徒
然
草
』
は
「
消
息
的
テ
キ
ス
ト
」「
日

常
の
対
話
の
代
替
行
為
」
等
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
注
九
）。

ま
た
、『
徒
然
草
』

に
限
ら
ず
一
人
称
の
文
学
作
品
の
成
立
や
あ
り
方
に
お
い
て
「
消
息

的
」
と
い
う
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る

（
注
十
）。
こ
の
場
合
の
「
消
息
」
や
「
対

話
」
と
は
執
筆
の
動
機
や
設
定
、
あ
る
い
は
創
作
さ
れ
た
読
み
物
と
し

て
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
企
み
の
も
と
に
成
立
し
た
文
学
テ
キ

ス
ト
と
、
実
際
の
書
状
で
あ
る
仮
名
文
書
と
で
、
ど
こ
が
共
通
し
、
ど

こ
が
大
き
く
異
な
る
の
か
を
語
学
的
視
点
か
ら
比
較
す
る
こ
と
は
、
仮

名
文
書
の
日
本
語
資
料
と
し
て
の
特
色
と
価
値
を
明
確
に
す
る
こ
と
に

繋
が
る
。

三
、
比
較
の
方
法

　

比
較
に
お
い
て
は
、『
徒
然
草
』
と
仮
名
文
書
が
共
に
有
す
る
「
相
手

や
社
会
に
対
す
る
働
き
か
け
」
の
表
現
に
着
目
す
る
。

　

仮
名
文
書
の
表
現
の
重
要
な
特
色
に
相
手
へ
の
強
い
働
き
か
け
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
実
在
す
る
特
定
の
相
手
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
文
書
な
ら

で
は
の
特
色
で
あ
る
。
一
方
、『
徒
然
草
』
の
表
現
に
お
い
て
も
敬
語
「
侍

り
」
の
用
法
か
ら
誰
に
向
け
て
書
か
れ
た
か
が
問
題
に
さ
れ
た
り

（
注
十
一
）、「

べ

し
・
べ
か
ら
ず
」
の
用
法
か
ら
説
得
性
・
説
示
性
の
強
さ
が
指

（
注
十
二
）

摘
さ
れ
た

り
と
、
そ
の
表
現
に
お
け
る
対
者
へ
の
働
き
か
け
は
注
目
さ
れ
て
き
た
。

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
働
き
か
け
の
表
現
は
（
二
ノ
二
）（
５
）
で
挙
げ
た

「
消
息
的
」「
対
話
」
と
い
っ
た
文
学
研
究
に
お
け
る
設
定
に
お
い
て
も
関

連
が
深
い
部
分
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
相
手
に
対
す
る
働
き
か
け
が
強
い
禁
止
の
「
べ

か
ら
ず
」
を
取
り
上
げ
て
両
者
の
比
較
を
行
う
。
ど
の
よ
う
な
対
象
を
、

ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
ど
う
い
う
意
図
で
言
語
化
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
両
者
を
比
較
し
、
仮
名
文
書
な
ら
で
は
の
「
働
き
か
け
」
が
、
表
現
・

文
体
の
う
え
に
ど
の
よ
う
に
顕
現
し
て
い
る
か
を
見
て
い
く
。

　

『
徒
然
草
』
の
調
査
に
は
、
正
徹
本
を
底
本
と
す
る
『
新
日
本
古
典

文
学
大
系
』
を
使
用
す
る
。
当
該
書
で
は
禁
止
の
「
べ
か
ら
ず
」
は
全

二
四
三
章
段
の
う
ち
二
一
章
段
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
、
合
計
二
七
例（

注
十
三
）

が
採

取
さ
れ
る
。

　

仮
名
文
書
で
は
（
ａ
）
一
三
世
紀
中
頃
の
北
条
重
時
の
家
訓
と
、（
ｂ)

『
徒
然
草
』
と
同
時
期
の
一
四
世
紀
始
め
の
仮
名
文
書
と
を
調
査
対
象
と

す
る
。（
ａ
）
の
北
条
重
時
の
家
訓
は
二
通
あ
り
、
古
写
本
で
し
か
伝
わ

ら
な（

注
十
四
）

い
が
、
言
語
量
が
多
く
「
べ
か
ら
ず
」
の
上
接
語
の
種
類
が
豊
富
で

あ
る
点
に
よ
り
取
り
上
げ
る
。
禁
止
の
「
べ
か
ら
ず
」
は
二
通
合
わ
せ
て

一
一
六
例
が
採
取
さ
れ
る
。
い
す
れ
も
仮
名
書
き
で
平
仮
名
「
へ
か
ら

す
」、
片
仮
名
「
ヘ
カ
ラ
ス
」
で
あ
る
。（
ｂ
）
の
一
四
世
紀
初
め
（
鎌
倉

時
代
末
の
一
三
〇
〇
年
か
ら
一
三
三
三
年
の
期
間
）
の
仮
名
文
書
は
、『
鎌

倉
遺
文　

古
文
書
編
』
で
は
二
八
〇
〇
通
あ
ま
り
挙
げ
ら
れ
る
が
、
う
ち

「
へ
か
ら
す
」
あ
る
い
は
「
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
い
う
仮
名
書
き
例
が
あ
る
仮
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名
文
書
は
三
五
〇
通
ほ
ど
で（

注
十
五
）

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
原
本
の
写
真
を
収
集
で

き
た
一
三
三
通
を
今
回
の
調
査
対
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
う
ち
禁

止
の
用
法
は
一
七
二
例
で
あ
る
。（
ａ
）
と
（
ｂ
）
を
合
わ
せ
た
用
例
数

は
二
八
八
例
で
、
そ
の
一
覧
は
〈
別
表
２
〉
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
徒

然
草
』
と
比
較
す
る
。

四
、
比
較
の
結
果

（
四
ノ
一
）
話
題
と
禁
止
事
項
の
比
較

　

ま
ず
、
禁
止
の
「
べ
か
ら
ず
」
が
ど
の
よ
う
な
話
題
で
使
用
さ
れ
て
い

る
か
、
そ
し
て
、
何
を
禁
止
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
比
較
す
る
。

　

『
徒
然
草
』
で
禁
止
の
「
べ
か
ら
ず
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
話
題
に
は
、

人
生
や
仏
道
等
に
つ
い
て
の
抽
象
的
な
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
禁
止
の
内

容
で
あ
る
「
べ
か
ら
ず
」
の
上
接
語
に
は
、
次
の
①
の
「
誇
る
」
ほ
か
、

心
の
中
の
動
き
や
状
態
を
主
に
表
す
動
詞
が
多
い
。

①
生
け
ら
む
ほ
ど
は
武
に
誇
る
べ
か
ら
ず
。
人
倫
に
遠
く
、
禽
獣
に
近
き

振
舞
ひ
、
そ
の
家
に
あ
ら
ず
は
好
み
て
益
な
き
こ
と
な
り
。

〈
第
八
〇
段　

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
一
五
七
頁
〉

　

左
に
は
、
禁
止
の
「
べ
か
ら
ず
」
の
使
用
例
が
あ
る
全
章
段
に
つ
い
て
、

各
用
例
の
話
題
・
上
接
語
・
頁
数
を
列
挙
し
た
が
、
傍
線
を
付
し
た
の
が

抽
象
的
な
話
題
で
、
二
重
傍
線
を
付
し
た
の
が
心
的（

注
十
六
）

動
作
の
禁
止
の
例
で

あ
る
。
抽
象
的
な
話
題
で
心
的
動
作
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

第
七
三
段　

仏
神
の
霊
験
に
つ
い
て
・
疑
ひ
嘲
る
・
一
五
一
頁

第
八
〇
段　

武
道
に
つ
い
て
・
武
に
誇
る
・
一
五
七
頁

第
九
四
段　

勅
書
の
示
し
方
・（
馬
よ
り
）
下
る
・
一
七
一
頁

第
一
〇
八
段　

時
間
観
・（
遠
く
日
月
を
）
惜
し
む
・
一
八
三
頁

第
一
一
〇
段　

双
六
の
勝
ち
方
・
打
つ
・
一
八
五
頁

第
一
二
三
段　

病
へ
の
対
処
・
医
療
を
忘
る
・
一
九
七
頁

第
一
二
六
段　

博
打
の
打
ち
方
・
打
つ
・
一
九
九
頁

第
一
二
九
段　

人
と
し
て
の
あ
り
方
・（
心
ざ
し
を
）
奪
ふ
・
二
〇
一
頁

第
一
三
〇
段　

学
問
に
つ
い
て
・
輩
に
諍
ふ
・
二
〇
三
頁

第
一
四
三
段　

臨
終
に
つ
い
て
・（
人
の
見
聞
く
に
）
よ
る
・
二
二
五
頁

第
一
四
九
段　

鹿
茸
の
取
り
扱
い
方
・
嗅
ぐ
・
二
二
八
頁

第
一
五
五
段　

時
機
に
つ
い
て
・
機
嫌
を
言
ふ
・
二
三
四
頁

第
一
五
七
段 

心
の
触
発
に
つ
い
て
・（
不
善
の
戯
れ
を
）
な
す
・

二
三
五
頁

　

 

外
相
と
内
証
に
つ
い
て
・
不
信
と
い
ふ
・
二
三
六
頁

第
一
七
一
段　

万
事
に
つ
い
て
・
求
む
・
二
四
六
頁

第
一
八
三
段　

動
物
の
飼
い
方
・
養
飼
ふ
・
二
五
八
頁

第
一
八
六
段　

馬
の
乗
り
方
・
馳
す
・
二
六
一
頁

第
一
八
八
段　

一
事
を
な
す
た
め
の
心
得
・
痛
む
・
二
六
五
頁

　
　
　
　
　
　
　

一
事
を
な
す
た
め
の
心
得
・
恥
づ
・
二
六
五
頁
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第
一
九
三
段　

自
身
の
領
域
外
の
事
に
つ
い
て
・
諍
ふ
・
二
七
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　

自
身
の
領
域
外
の
事
に
つ
い
て
・
是
非
す
・
二
七
〇
頁

第
二
一
一
段　

万
事
に
つ
い
て
・
頼
む
・
二
八
一
頁

第
二
一
七
段　

蓄
財
の
心
得
・（
万
事
の
用
を
）
叶
ふ
・
二
八
六
頁

　
　
　
　
　
　
　

蓄
財
の
心
得
・（
小
用
を
）
成
す
・
二
八
七
頁

 

蓄
財
の
心
得
に
つ
い
て
の
解
釈
・（
貧
を
）
愁
ふ
・

二
八
八
頁

第
二
四
一
段　

願
望
に
つ
い
て
・（
一
事
を
も
）
な
す
・
三
一
四
頁

　

一
方
、
仮
名
文
書
で
は
、
禁
止
の
「
べ
か
ら
ず
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る

話
題
は
、
相
続
、
譲
渡
、
売
買
、
権
利
、
作
法
等
に
つ
い
て
の
実
生
活
上

の
具
体
的
な
事
柄
で
あ
り
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
は
〈
別
表
２
〉
に
示
し
た

よ
う
に
物
理
的
な
動
作
、
行
動
が
ほ
と
ん
ど
で（

注
十
七
）

あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の

②
の
了
道
譲
状
で
は
、「
子
々
孫
々
」
に
向
け
て
「
い
ら
ん
（
違
乱
）
を
い

た
す
」
こ
と
、
③
の
因
幡
三
郎
証
状
で
は
「
や
さ
う
こ
ん
の
頭
」
に
向
け

て
公
事
等
を
「
か
く
（
懸
く
）
」
こ
と
、
④
の
島
津
久
長
自
筆
譲
状
の
「
し

そ
ん
さ
ま
た
け
あ
る
へ
か
ら
す
」
で
は
子
孫
に
む
け
て
譲
渡
の
妨
害
行
為

を
す
る
こ
と
、「
ゆ
つ
る
へ
か
ら
す
」
で
は
「
ち
や
く
し
左
京
進
」
に
向
け

て
所
領
を
譲
る
こ
と
等
、
目
に
見
え
る
物
理
的
な
動
作
行
為
を
禁
止
す
る
。

②
ゆ
つ
り
わ
た
す
美
濃
國
鵜
飼
西
庄
上
三
ケ
村
今
村
藤
四
郎
入
道
か
や
し

き
名
田
の
事

　
　

合
田
弐
段

畠
六
段

以
上
八
反
也

右
、
件
の
や
し
き
名
田
ハ
、
了
道
重
代
相
伝
の
所
領
也
。
し
か
る
を
、

お
い
新
三
郎
に
、
限
永
代
を
、
ゆ
つ
り
わ
た
し
を
ハ
リ
ぬ
。
了
道
か

子
々
孫
々
ニ
い
た
る
ま
て
、
い
ら
ん
を
い
た
す
へ
か
ら
す
。
も
し
い
ら

ん
を
い
た
す
と
も
か
ら
あ
ら
ハ
、
父
子
て
き
た
い
と
し
て
、
さ
い
く
わ

に
申
を
こ
な
ふ
へ
き
也
。
仍
後
日
の
た
め
に
、
ゆ
つ
り
状
如
件
。

 

〈
正
安
二
（
一
三
〇
〇
）
年
正
月
二
三
日　

了
道
譲
状　

熊
谷
家
文
書 

二
七
巻
二
〇
三
六
三
号　

写
（
注
十
八
）

真
〉

③
南
庄
百
姓
袈
裟
女
名
田
事

　
　

合
壱
町　

宗
弘
里
三
坪

右
、
名
田
者
、
六
角
殿
仁
被
召
候
事
、
存
知
仕
候
。
や
さ
う
こ
ん
の
頭

者
、
此
御
名
田
仁
、
先
々
毛
不
懸
候
、
向
後
毛
か
け
ま
い
ら
す
へ
か
ら

す
候
。
仍
為
後
日
亀
鏡
之
状
如
件
。

〈
延
慶
元
（
一
三
〇
八
）
年
一
二
月
三
日　

因
幡
三
郎
証
状　

山
城

革
島
文
書　

三
一
巻
二
三
四
七
二
号　

写
真
〉

④
ゆ
つ
り
わ
た
す
ち
や
く
し
左
京
進
に

一　

し
な
の
ゝ
國
大
田
し
や
う
の
内

　
　
　

神
代
か
う

一　

さ
つ
ま
の
國
の
内

い
さ
く
の
し
や
う　

日
置
し
や
う
た
ゝ
し
へ
き
の
し
や
う
ハ

う
ハ
一
こ
の
ゝ
ち

一　

六
条
ほ
り
か
ハ
の
ち
三
へ
ぬ
し
、
ほ
り
か
ハ
お
も
て
ミ
な
ミ
の
ハ

し
也
、

右
、
そ
り
や
う
ハ
、
く
ん
こ
う
の
ち
也
。
し
そ
む
さ
ま
た
け
あ
る
へ
か
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ら
す
。
た
と
い
な
ん
し
お
ほ
し
と
い
ふ
と
も
、
お
も
は
ん
こ
一
人
よ
り

ほ
か
ハ
、
ゆ
つ
る
へ
か
ら
す
。
又
も
し
な
ん
し
な
く
ハ
、
二
な
ん
次
郎

三
郎
に
ゆ
つ
る
へ
し
。
又
ミ
く
う
し
に
を
い
て
ハ
、
せ
ん
れ
い
に
ま
か

せ
て
つ
と
む
へ
し
。
も
し
又
ふ
り
よ
の
ほ
か
に
、
左
京
か
と
こ
ろ
め
さ

れ
ハ
、
二
郎
三
郎
申
給
る
へ
し
。
の
ち
の
わ
つ
ら
い
あ
ら
し
か
た
め
に
、

し
ひ
ち
に
か
き
を
く
と
こ
ろ
、
く
た
ん
の
こ
と
し
。

 

〈
文
保
元
（
一
三
一
七
）
年
一
〇
月
二
二
日　

島
津
久
長
自
筆
譲
状　

島
津
伊
作
家
文
書　

三
四
巻
二
六
四
〇
一
号　

写
真
〉

ま
た
、
仮
名
文
書
に
お
い
て
は
、

⑤
所
領
を
も
た
す
し
て
、
代
官
を
ね
か
ふ
と
も
、
代
官
を
も
た
す
し
て
、

所
領
を
ね
か
ふ
へ
か
ら
す
。

〈
一
三
世
紀
中
頃　

平
重
時
消
息
（
極
楽
寺
殿
御
消
息
）　

尊
経
閣
文

庫
所
蔵　

一
二
巻
八
七
三
〇
号
『
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
資
料
編

一
四
四
頁
の
写
真
〉

の
よ
う
に
「
願
ふ
」
と
い
う
一
般
的
に
は
心
の
動
き
を
表
す
動
詞
も
、
具

体
的
に
「
要
求
す
る
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。『
徒
然
草
』
で
「
よ
ろ
づ
の
こ
と
、
外
に
向
き
て
求
む
べ
か

ら
ず
。
た
だ
、
こ
こ
も
と
を
正
し
く
す
べ
し
。」（
第
一
七
一
段
二
四
六
頁
）

の
よ
う
に
「
求
む
」
が
心
の
動
き
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
と
は
対

照
的
で
あ
る
。

（
四
ノ
二
）
物
理
的
動
作
の
禁
止
の
表
現
の
比
較

　

右
の
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
に
は
抽
象
的
な
話
題
に
お
け
る
心
的
動
作

の
禁
止
が
多
く
、
仮
名
文
書
に
は
具
体
的
な
話
題
に
お
け
る
物
理
的
動
作

の
禁
止
が
多
い
。
表
現
の
特
色
を
検
討
す
る
に
は
、
内
容
の
近
似
し
た
文

章
を
比
較
す
る
の
が
有
効
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
仮
名
文
書
に

用
例
が
多
い
物
理
的
動
作
の
禁
止
の
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
前
後
の
文
章

に
つ
い
て
両
者
の
相
違
を
検
討
す
る
。『
徒
然
草
』
に
は
物
理
的
な
動
作

の
禁
止
の
例
は
少
な
い
が
、（
四
ノ
一
）
に
挙
げ
た
九
四
段
の
「
下
る
べ

か
ら
ず
」、
一
一
〇
段
・
一
二
六
段
の
「
打
つ
べ
か
ら
ず
」、
一
四
九
段
の

「
嗅
ぐ
べ
か
ら
ず
」、
一
五
七
段
の
「
（
不
善
の
戯
れ
を
）
な
す
べ
か
ら
ず
」、

一
八
三
段
の
「
養
飼
ふ
べ
か
ら
ず
」、
一
八
六
段
の
「
馳
す
べ
か
ら
ず
」、

二
一
七
段
の
「
（
万
事
の
用
を
）
叶
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
「
（
小
用
を
）
成

す
べ
か
ら
ず
」、
二
四
一
段
の
「
（
一
事
を
も
）
な
す
べ
か
ら
ず
」
の
合

計
一
〇
例
が
見
ら（

注
十
九
）

れ
る
。

　

両
者
の
比
較
の
結
果
、
顕
著
な
差
と
し
て
見
ら
れ
た
の
は
、
仮
名
文
書

で
は
状
況
を
具
体
的
に
細
か
く
設
定
し
た
上
で
の
禁
止
が
多
い
の
に
対

し
、『
徒
然
草
』
で
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
⑥
は
阿
蘇
文
書
の
「
さ
い
れ
ん
譲
状
」
の
一
部
で
あ
る
。

⑥
を
よ
そ
さ
い
れ
ん
か
ふ
ん
り
や
う
の
う
ち
、
せ
た
・
あ
か
い
け
の
ふ
ん

と
申
、
う
へ
し
ま
の
ふ
ん
と
申
、
い
つ
れ
の
こ
と
も
に
も
こ
け
に
も
ゆ

つ
り
あ
た
へ
た
ら
ん
を
、
わ
れ
あ
に
ゝ
て
あ
れ
ハ
と
て
、
お
さ
へ
あ
う

り
や
う
せ
ん
ニ
お
き
て
□
、
さ
い
れ
ん
か
り
や
う
と
申
、
は
ゝ
か
り
や

う
と
申
、
い
そ
も
り
や
う
ち
す
へ
か
ら
す
。
い
つ
れ
も
を
や
の
い
き
た



〔 21 〕

日本語史資料としての仮名文書

る
時
、
代
く
わ
ん
ニ
た
て
ゝ
、
さ
た
の
事
を
き
ゝ
た
れ
ハ
と
て
、
お
や

の
は
か
ら
ひ
を
そ
む
き
て
、
の
こ
り
の
こ
と
も
の
ゆ
つ
□
□
は
す
へ
か

ら
す
。
上
つ
か
た
の
大
し
の
さ
た
あ
ら
ん
時
ハ
、
み
な
よ
り
あ
い
て
さ

は
く
□
□
□
、
そ
り
や
く
の
き
あ
る
へ
か
ら
す
。
よ
て
こ
日
の
た
め
に

ゆ
つ
り
状
如
件
。

 

〈
延
慶
三
（
一
三
一
〇
）
年
一
〇
月
九
日　

さ
い
れ
ん
譲
状　

阿
蘇
文

書　

阿
蘇
惟
之
氏
蔵
（
熊
本
県
立
美
術
館
寄
託
）
三
一
巻
二
四
〇
九
三

号　

『
阿
蘇
家
文
書
修
復
完
成
記
念　

阿
蘇
の
文
化
遺
産
』
三
三
六
号

の
写
真
〉

⑥
の
最
初
の
一
文
で
は
、「
り
や
う
ち
（
領
知
）
す
」
を
禁
止
す
る
に
あ
た

り
、
禁
止
の
理
由
（
を
よ
そ
さ
い
れ
ん
か
ふ
ん
り
や
う
の
う
ち
、
せ
た
・

あ
か
い
け
の
ふ
ん
と
申
、
う
へ
し
ま
の
ふ
ん
と
申
、
い
つ
れ
の
こ
と
も
に

も
こ
け
に
も
ゆ
つ
り
あ
た
へ
た
ら
ん
を
）、
禁
止
を
す
る
条
件
（
わ
れ
あ

に
ゝ
て
あ
れ
ハ
と
て
、
お
さ
へ
あ
う
り
や
う
せ
ん
ニ
お
き
て
□
）、
禁
止

す
る
対
象
の
範
囲
（
さ
い
れ
ん
か
り
や
う
と
申
、
は
ゝ
か
り
や
う
と
申
、

い
そ
も
）
の
よ
う
に
、
文
中
に
、
禁
止
に
関
す
る
状
況
を
具
体
的
に
設
定

し
て
叙
述
す
る
。
続
く
「
ゆ
つ
□
□
は
す
へ
か
ら
す
」
の
文
で
も
同
様
で
、

「
ゆ
つ
□
□
す
（
譲
り
を
す
）
」
を
禁
止
す
る
に
あ
た
り
、
禁
止
す
る
条
件

（
い
つ
れ
も
を
や
の
い
き
た
る
時
、
代
く
わ
ん
ニ
た
て
ゝ
、
さ
た
の
事
を

き
ゝ
た
れ
ハ
と
て
、
お
や
の
は
か
ら
ひ
を
そ
む
き
て
）、
禁
止
す
る
対
象

の
範
囲
（
の
こ
り
の
こ
と
も
の
）
を
具
体
的
に
設
定
し
て
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
の
文
で
も
「
そ
り
や
く
の
き
（
疎
略
の
儀
）
」
を
禁
止
す
る

に
あ
た
り
、
禁
止
を
す
る
条
件
（
上
つ
か
た
の
大
し
の
さ
た
あ
ら
ん
時
ハ
）

が
前
文
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
禁
止
に
あ
た
り
具
体
的
な
状
況
が
設
定
さ
れ
記
述
さ

れ
て
い
る
例
は
、
仮
名
文
書
の
用
例
の
八
割
近
く
に
上
る
が
、『
徒
然
草
』

で
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
叙
述
の
方
法
に
お
い
て
も
、
仮
名
文
書
で
は
具
体
的
な
動
作
に

視
点
を
置
き
、
動
作
を
追
っ
て
述
べ
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
、『
徒
然

草
』
で
は
、
個
別
の
動
作
で
は
な
く
事
柄
に
重
点
を
置
き
、
概
括
的
、
総

括
的
に
述
べ
る
と
い
う
傾
向
の
差
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
次
の
⑦
は
仮
名
文
書
の
例
だ
が
、
犬
が
特
定
の
振
る
舞
い

を
し
た
場
合
（
犬
が
人
の
前
に
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
相
手
に
具
体
的

な
指
示
「
イ
ル
（
射
る
）
コ
ト
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
を
す
る
。

⑦
人
ノ
前
ニ
ア
ラ
ン
犬
、
イ
ル
コ
ト
ア
ル
へ
カ
ラ
ス

 

〈
一
三
世
紀
中
頃　

北
条
重
時
消
息
（
六
波
羅
殿
御
家
訓
）　

天
理
図

書
館
蔵　

一
二
巻
八
七
三
一
号　

『
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
資
料
編

五
二
頁
の
写
真
〉

個
別
的
に
具
体
的
な
動
き
を
設
定
し
、
犬
や
人
の
動
作
に
添
っ
て
述
べ
て

い
る
が
、
対
照
的
に
『
徒
然
草
』
で
は
、
同
じ
犬
の
話
題
で
も
、
次
の
⑧

の
ご
と
く
具
体
的
で
細
か
な
状
況
設
定
は
せ
ず
、
概
括
的
、
総
体
的
に
述

べ
る
。

⑧
人
突
く
牛
を
ば
角
を
切
り
、
人
食
ふ
馬
を
ば
耳
を
切
て
、
そ
の
印
と
す
。

印
を
付
け
ず
し
て
人
を
破
ら
せ
ぬ
る
は
、
主
の
咎
な
り
。
人
食
ふ
犬
を
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ば
養
飼
べ
か
ら
ず
。
是
、
皆
咎
あ
り
。
律
の
戒
め
な
り
。

 
〈
第
一
八
三
段　

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
二
五
八
頁
〉

「
人
食
ふ
犬
を
ば
養
飼
べ
か
ら
ず
」
は
「
養
飼
ふ
」
と
い
う
具
体
的
な
行

為
の
禁
止
に
つ
い
て
、「
人
を
食
ふ
犬
」
で
あ
れ
ば
、
時
や
場
所
や
細
か

な
状
況
を
指
定
す
る
こ
と
な
く
「
養
飼
ふ
」
こ
と
を
禁
じ
た
文
で
あ
る
。

犬
が
人
を
食
う
時
に
際
し
て
の
相
手
へ
の
指
示
で
は
な
く
、
犬
の
属
性
・

性
状
に
対
す
る
時
間
を
越
え
た
戒
め
と
し
て
総
括
的
に
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
次
の
⑨
⑩
は
仮
名
文
書
と
『
徒
然
草
』
で
共
に
具
体
的
な
動
作

「
打
つ
」
を
禁
止
し
た
例
で
あ
る
。

⑨
た
ひ
人
と
あ
ま
た
つ
れ
て
、
川
を
わ
た
ら
ん
に
ハ
、
子
細
を
し
り
た
り

と
も
、
さ
き
に
人
を
渡
す
へ
し
。
又
河
を
わ
た
り
て
、
事
あ
り
け
に
む

か
は
き
う
つ
へ
か
ら
す
。
人
の
な
き
か
た
へ
む
け
て
、
し
の
ひ
や
か
に

打
へ
し
。

 

〈
前
出　

平
重
時
消
息
（
極
楽
寺
殿
御
消
息
）　

『
中
世
武
家
家
訓
の
研

究
』
資
料
編
一
七
四
・
一
七
六
頁
の
写
真
〉

⑩
双
六
の
上
手
と
云
し
人
に
、
そ
の
手
立
を
問
ひ
侍
し
か
ば
、「
勝
た
ん

と
打
つ
べ
か
ら
ず
。
負
け
じ
と
打
つ
べ
き
な
り
。
い
づ
れ
の
手
か
、
と

く
負
け
ぬ
べ
き
と
案
じ
て
、
そ
の
手
を
使
は
ず
し
て
、
一
目
な
り
と
も

遅
く
負
く
べ
き
手
に
就
く
べ
し
」
と
言
ふ
。
道
を
知
れ
る
教
へ
、
身
を

治
め
、
国
を
保
た
ん
道
も
、
又
し
か
な
り
。

 

〈
第
一
一
〇
段　

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
一
八
五
頁
〉

⑨
の
仮
名
文
書
の
例
は
、
相
手
が
特
定
の
状
況
（
た
ひ
人
と
あ
ま
た
つ
れ

て
、
川
を
わ
た
ら
ん
に
ハ
、
子
細
を
し
り
た
り
と
も
、
さ
き
に
人
を
渡
す

へ
し
。
又
河
を
わ
た
り
て
）
で
ど
う
振
る
舞
う
か
（
事
あ
り
け
に
む
か
は

き
う
つ
へ
か
ら
す
）
を
指
示
す
る
。
想
定
さ
れ
る
相
手
の
動
き
を
追
っ
て

叙
述
し
て
お
り
、
相
手
の
動
作
に
関
心
が
あ
る
。
実
際
に
何
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
不
確
定
な
未
来
の
状
況
の
中
で
、
相
手
の
具
体
的
な
行
動
を

想
定
し
、
状
況
を
細
か
に
設
定
し
て
叙
述
す
る
。
一
方
、
⑩
の
『
徒
然
草
』

の
例
は
、
双
六
の
打
ち
方
に
つ
い
て
の
話
題
で
、
誰
で
も
ど
ん
な
場
合
で

も
双
六
で
は
「
勝
た
ん
と
打
つ
べ
か
ら
ず
。
負
け
じ
と
打
つ
べ
き
な
り
」

と
い
う
概
括
的
な
知
識
・
心
構
え
の
伝
授
で
あ
り
、
特
定
の
人
が
特
定
の

場
合
に
お
い
て
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
よ
う
な
細
か
な
状
況
設
定
は
し
て

い
な
い
。
相
手
の
動
き
に
で
は
な
く
、
双
六
の
勝
ち
方
に
関
心
が
あ
る
叙

述
で
あ
る
。

　

試
み
に
、
⑨
の
仮
名
文
書
の
内
容
を
⑩
の
『
徒
然
草
』
の
文
体
に
擬

し
て
描
く
な
ら
ば
、「
た
ひ
人
と
あ
ま
た
つ
れ
て
、
川
を
わ
た
ら
ん
に
ハ
、

子
細
を
し
り
た
り
と
も
、
さ
き
に
人
を
渡
す
へ
し
。」
は
「
川
は
人
を
さ

き
に
渡
す
べ
し
。」
の
ご
と
く
川
の
渡
り
方
を
主
題
と
す
る
総
括
的
で
短

い
文
と
な
り
、「
又
河
を
わ
た
り
て
、
事
あ
り
け
に
む
か
は
き
う
つ
へ
か

ら
す
。
人
の
な
き
か
た
へ
む
け
て
、
し
の
ひ
や
か
に
打
へ
し
。」
も
個
別

の
状
況
や
動
作
に
そ
っ
て
叙
述
す
る
の
で
は
な
く
、「
む
か
ば
き
は
事
あ

り
げ
に
打
つ
べ
か
ら
ず
。
人
の
な
き
方
に
し
の
び
や
か
に
打
つ
べ
き
な

り
。」
の
よ
う
に
、
行
騰
の
打
ち
方
を
主
題
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
仮
名
文
書
で
は
、
動
作
に
関
心
を
も
っ
て
叙
述
さ
れ
、
い
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ろ
ん
な
事
が
起
こ
る
中
で
特
定
の
事
柄
が
起
こ
っ
た
時
に
は
こ
の
よ
う
に

対
応
し
ろ
と
い
う
指
示
と
し
て
「
べ
か
ら
ず
」
が
使
用
さ
れ
る
の
に
対

し
、『
徒
然
草
』
で
は
、
人
の
動
作
よ
り
も
、
事
柄
に
関
心
を
も
っ
て
叙

述
さ
れ
る
。『
徒
然
草
』
で
は
、
た
と
え
⑩
の
よ
う
な
会
話
文
で
あ
っ
て
も
、

登
場
人
物
相
手
に
具
体
的
な
行
動
を
直
接
的
に
要
求
す
る
の
で
は
な
く
、

既
知
の
確
定
的
知
識
、
普
遍
的
事
柄
の
伝
達
を
目
的
と
し
て
不
特
定
多
数

に
む
け
て
「
べ
か
ら
ず
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
四
ノ
三
）「
べ
か
ら
ず
」
の
上
接
語
の
形
式

　

仮
名
文
書
と
『
徒
然
草
』
は
「
べ
か
ら
ず
」
の
上
節
語
の
形
式
で
も
異

な
っ
た
傾
向
を
見
せ
る
。
仮
名
文
書
は
（
四
ノ
一
）
の
よ
う
に
意
味
的
に

は
具
体
的
な
動
作
を
禁
止
す
る
例
が
多
い
が
、
形
式
上
は
む
し
ろ
状
態

性
、
つ
ま
り
「
名
詞
＋
あ
り
」
を
上
節
語
と
す
る
も
の
が
多
い
。「
名
詞

＋
あ
り
＋
べ
か
ら
ず
」
の
例
は
、『
徒
然
草
』
に
は
一
例
も
見
ら
れ
な
い
が
、

仮
名
文
書
で
は
約
四
割
が
こ
の
形
式
で
あ
る
。

　

仮
名
文
書
の
「
名
詞
＋
あ
り
＋
べ
か
ら
ず
」
の
例
は
、
前
掲
の
④
の

「
さ
ま
た
け
あ
る
へ
か
ら
す
」
や
⑥
の
「
そ
り
や
く
の
き
あ
る
へ
か
ら
す
」、

次
の
⑪
、
⑫
な
ど
で
あ
る
。

⑪
か
れ
ら
か
な
か
ニ
、
ふ
ほ
う
の
人
あ
て
、
し
よ
り
や
う
を
も
は
く
ゑ
き

に
う
ち
入
、
又
た
人
ニ
こ
き
や
く
す
る
事
あ
る
へ
か
ら
す
。

 

〈
延
慶
四
（
一
三
一
一
）
年
二
月
二
五
日　

相
良
蓮
道
（
長
氏
）
置
文

　

肥
後
相
良
家
文
書　

三
一
巻
二
四
二
二
六
号　

写
真
〉

⑫
い
ら
ん
お
申
候
は
ん
時
ハ
、
さ
い
く
わ
に
申
お
こ
な
は
れ
候
へ
く
候
。

ゆ
め

〳
〵
こ
ゝ
し
や
う
ら
い
ま
て
、
い
ら
ん
あ
る
へ
か
ら
す
候
。

 

〈
正
和
三
（
一
三
一
四
）
年
壬
三
月
一
二
日　

い
ゑ
も
と
名
田
去
文　

尊

経
閣
古
文
書
纂
仁
和
寺
心
蓮
院
文
書　

三
三
巻
二
五
一
一
八
号　

写
真
〉

「
あ
り
」
の
前
に
は
④
の
よ
う
な
和
語
の
動
詞
連
用
形
、
⑥
や
⑪
の
よ
う

な
「
〜
儀
」「
〜
事
」、
⑫
の
よ
う
な
漢
語
サ
変
動
詞
の
語
幹
な
ど
の
動
作

性
の
名
詞
・
名
詞
句
が
く
る
が
、
多
く
は
「
動
詞
一
語
＋
べ
か
ら
ず
」
で

も
表
現
で
き
る
内
容
で
あ
る
。
実
際
、
⑪
の
「
こ
き
や
く
す
る
事
あ
る
へ

か
ら
す
」
は
「
こ
き
や
く
す
へ
か
ら
す
」〈
別
表
２
、
287
番
〉
の
よ
う
に
「
動

詞
一
語
＋
べ
か
ら
ず
」
で
表
現
し
た
例
が
あ
り
、
⑫
の
「
い
ら
ん
あ
る
へ

か
ら
す
」
は
「
い
ら
ん
す
へ
か
ら
す
」〈
別
表
２
、
22
番
・
23
番
・
25
番
〉

と
表
現
し
た
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
「
名
詞
＋
あ
り
」
型
を
取
る

の
は
、（
四
ノ
二
）
で
述
べ
た
よ
う
な
仮
名
文
書
の
叙
述
の
具
体
性
と
関

係
し
て
い
る
。
右
の
⑪
や
次
の
⑬
の
よ
う
に
、
状
況
を
設
定
し
て
動
作
に

随
っ
て
叙
述
し
、
具
体
的
に
禁
止
内
容
を
伝
達
す
る
の
に
は
、
こ
の
よ
う

な
表
現
形
式
が
優
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
型
を
取
れ
ば
、「
…
事
」

の
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
具
体
的
に
説
明
で
き
る
。

⑬
人
に
も
用
を
申
候
へ
、
又
人
の
用
を
も
き
ゝ
候
へ
、
す
く

〳
〵
と
あ

ら
ん
す
る
ほ
と
の
事
を
の
給
ふ
へ
し
。
ま
つ
か
や
う
に
い
ひ
て
、
又
後

に
か
や
う
ニ
申
へ
き
な
と
の
事
ハ
あ
る
へ
か
ら
す
。

 

〈
前
出　

平
重
時
消
息
（
極
楽
寺
殿
御
消
息
）　

『
中
世
武
家
家
訓
の
研

究
』
資
料
編
一
〇
八
頁
の
写
真
〉
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中
で
も
上
接
語
が
「
妨
げ
あ
り
」「
相
違
あ
り
」「
違
乱
あ
り
」「
煩
い

あ
り
」
の
用
例
は
使
用
頻
度
が
高
く
、
指
示
内
容
の
遵
守
を
命
じ
る
際
の

決
ま
り
文
句
と
し
て
用
い
ら
れ
、
証
文
類
に
お
け
る
定
型
的
文
言
と
な
っ

て
い
る

（
注
二
十
）。

　

仮
名
文
書
の
「
名
詞
＋
あ
り
＋
べ
か
ら
ず
」
型
の
源
流
は
漢
字
書
き
文

書
の
文
体
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
次
稿
で
漢
字
書
き
の
「
不
可
」
の

例
に
つ
い
て
報
告
す
る
際
に
譲
る
。

五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

禁
止
の
「
べ
か
ら
ず
」
を
取
り
上
げ
て
『
徒
然
草
』
と
比
較
し
た
結
果
、

仮
名
文
書
の
表
現
に
は
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
１
）
具
体
的
な
話
題
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
（
四
ノ
一
か
ら
）

（
２
）
相
手
の
物
理
的
行
動
、
動
作
を
禁
止
す
る
（
四
ノ
一
か
ら
）

（
３
）
細
か
な
状
況
設
定
を
す
る
（
四
ノ
二
か
ら
）

（
４
）
相
手
の
動
作
に
関
心
を
据
え
、
動
作
に
そ
っ
て
叙
述
す
る
（
四

ノ
二
か
ら
）

（
５
）
具
体
的
に
叙
述
す
る
（
四
ノ
一
、四
ノ
二
、四
ノ
三
か
ら
）

　

言
葉
は
、
生
活
上
の
情
報
伝
達
に
使
う
こ
と
が
多
い
が
、
な
か
で
も
相

手
の
物
理
的
動
作
に
働
き
か
け
る
文
（
た
と
え
ば
「
傘
貸
し
て
」
や
「
今

何
時
？
」
な
ど
）
は
、
主
に
口
頭
で
や
り
と
り
さ
れ
る
。
一
方
、
心
理
的

な
働
き
か
け
が
強
い
の
は
思
想
性
・
芸
術
性
が
高
い
言
葉
で
、
多
く
は
、

不
特
定
多
数
に
向
け
て
書
か
れ
る
か
、
あ
る
い
は
分
か
る
者
同
士
で
の
語

り
合
い
で
使
用
さ
れ
る
。
仮
名
文
書
は
前
者
に
近
く
、『
徒
然
草
』
は
後
者

の
資
料
で
あ
る
が
、
右
の
（
１
）
〜
（
５
）
は
、
両
者
の
資
料
的
相
違
が

文
章
に
現
出
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

仮
名
文
書
に
（
１
）
の
よ
う
に
具
体
的
な
話
題
が
多
い
の
は
、
そ
れ
が

現
実
社
会
の
事
柄
に
関
わ
る
情
報
の
伝
達
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も

の
だ
か
ら
で
あ
り
、（
２
）
の
よ
う
に
禁
止
の
内
容
に
物
理
的
行
動
が
多

く
な
る
の
も
、
そ
れ
が
実
社
会
と
直
接
的
に
関
係
す
る
も
の
だ
か
ら
だ
ろ

う
。
実
社
会
に
お
い
て
は
心
中
よ
り
も
行
動
の
方
が
は
る
か
に
影
響
が
大

き
い
。
そ
し
て
、（
３
）（
４
）
の
よ
う
に
状
況
設
定
が
多
く
、
相
手
の
動

作
に
関
心
を
も
っ
て
叙
述
さ
れ
る
の
も
、
そ
れ
が
特
定
の
相
手
に
む
け
た

現
実
世
界
に
お
け
る
指
示
│
様
々
な
事
態
が
発
生
す
る
中
で
、
あ
る
特
定

の
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
に
こ
う
対
応
し
ろ
と
い
う
相
手
へ
の
指
示
│
だ

か
ら
で
あ
る
。
当
事
者
以
外
の
関
心
を
呼
ぶ
必
要
は
無
く
、
特
定
の
人
だ

け
を
相
手
と
し
て
作
成
す
る
の
で
あ
る
か
ら
（
５
）
の
よ
う
に
抽
象
化
、

単
純
化
を
せ
ず
、
具
体
的
に
あ
り
の
ま
ま
に
叙
述
す
る
こ
と
が
意
味
を
持

つ
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、『
徒
然
草
』
は
（
１
）
〜
（
５
）
と
は
逆
で
あ
る
。（
１
）
の
逆

で
、
人
生
や
仏
道
等
に
つ
い
て
の
抽
象
的
な
話
題
が
多
い
が
、
抽
象
的
な

話
題
は
一
定
の
知
性
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
誰
も
が
関
係
す
る
。
抽
象
的
な

話
題
に
つ
い
て
言
語
化
し
表
現
す
る
に
は
、
曖
昧
な
対
象
を
整
理
し
、
単

純
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
整
理
、
単
純
化
の
あ
り
方
が
読
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む
人
の
関
心
を
引
き
、
文
学
作
品
と
し
て
の
評
価
を
得
る
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
（
５
）
の
よ
う
に
具
体
的
に
あ
り
の
ま
ま
に
叙
述
さ
れ
る
こ
と
は

稀
で
あ
る
。
ま
た
、（
２
）（
３
）（
４
）
の
逆
で
、
状
況
設
定
が
少
な
く
、

事
柄
に
関
心
を
も
っ
て
叙
述
さ
れ
る
の
は
、
既
知
の
確
定
的
知
識
、
普
遍

的
事
柄
の
伝
達
が
主
眼
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で（

注
二
十
一
）

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ら
は
『
徒
然
草
』
の
内
容
が
不
特
定
多
数
に
向
け
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
こ
そ
の
表
現
特
色
だ
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
は
、
禁
止
の
「
べ
か
ら
ず
」
の
み
か
ら
両
資
料
を
比
較
し
た
結
果

な
の
で
、
他
の
用
語
、
他
の
文
献
も
調
査
し
な
け
れ
ば
確
か
な
こ
と
は
言

え
な
い
。
し
か
し
、
禁
止
の
「
べ
か
ら
ず
」
の
比
較
の
み
で
も
相
当
の
傾

向
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
古
文
書
類
は
実
生
活
で

の
必
要
上
、
作
成
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料
の
目
的
が

文
章
に
ど
う
反
映
し
て
い
る
か
を
示
す
手
段
と
し
て
、
如
上
の
方
法
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
と
思
う
。

　

本
稿
で
の
考
察
を
踏
ま
え
、
次
稿
で
は
「
べ
か
ら
ず
」
を
漢
字
書
き
で

「
不
可
」
と
す
る
仮
名
文
書
の
用
例
を
検
討
し
、
表
記
と
表
現
と
文
書
の

内
容
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

注

（
注
一
）
口
語
、
口
頭
語
と
も
い
う
が
、
こ
こ
で
は
野
村
剛
史
（
二
〇
一
一
）
に
な
ら
っ
て
「
話

し
言
葉
」
と
し
て
お
く
。「
話
し
言
葉
」「
口
語
」「
口
頭
語
」
等
の
用
語
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
辛
島
美
絵(

二
〇
〇
六
）、
辛
島
美
絵
（
二
〇
一
〇
）
付
章
第
一
節
他
、
参
照
。

（
注
二
）
仮
名
文
書
の
定
義
に
つ
い
て
は
『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
の
「
仮
名
文
書
」
の
項

を
参
照
。

（
注
三
）
書
状
類
の
ほ
か
に
は
、
上
申
文
書
で
は
申
状
、
証
文
で
は
子
孫
等
に
宛
て
た
譲
状
・

置
文
、
神
仏
に
奉
る
文
書
で
は
寄
進
状
や
仮
名
書
き
部
分
の
多
い
願
文
な
ど
の
類
に

書
状
的
な
仮
名
文
書
が
見
ら
れ
る
。

（
注
四
）「
日
本
語
研
究
・
日
本
語
教
育
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
国
立
国
語
研
究
所
、

一
九
五
二
〜
二
〇
一
二
年
の
雑
誌
論
文
と
論
文
集
所
載
論
文
）
に
基
づ
き
、
横
軸
を

期
間
、
縦
軸
を
論
文
数
と
し
て
作
成
し
た
。「
源
氏
物
語
」「
平
家
物
語
」「
枕
草
子
」「
徒

然
草
」「
更
級
日
記
」「
方
丈
記
」
は
各
作
品
名
を
キ
イ
ワ
ー
ド
と
し
て
ヒ
ッ
ト
し
た

論
文
数
で
あ
る
。
た
だ
し
、
雑
誌
連
載
の
注
釈
は
除
い
た
。「
訓
点
資
料
」「
キ
リ
シ

タ
ン
資
料
」「
抄
物
」
は
個
別
の
資
料
名
を
キ
イ
ワ
ー
ド
と
し
て
ヒ
ッ
ト
し
た
論
文
数

を
各
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
合
計
し
た
値
で
あ
る
。
キ
イ
ワ
ー
ド
に
は
遺
漏
が
あ
る
と
思

う
が
、
大
凡
の
傾
向
は
把
握
で
き
よ
う
。

（
注
五
）
こ
の
期
間
の
口
語
資
料
へ
の
取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
辛
島
美
絵

(
二
〇
〇
六
）、
辛
島
美
絵
（
二
〇
一
〇
）
付
章
第
一
節
他
、
参
照
。

（
注
六
）
一
九
七
〇
年
頃
に
論
文
数
が
多
い
の
は
文
学
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
研
究
の
隆
盛

の
影
響
と
思
わ
れ
る
。
雑
誌
の
特
集
号
や
『
徒
然
草
講
座
』
の
刊
行
等
に
よ
り
語
学
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関
係
の
論
文
も
多
く
発
表
さ
れ
た
。
七
〇
年
代
ま
で
の
成
果
は
『
月
刊　

文
法
』
二

│
一
〇
、『
徒
然
草
講
座
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
な
ど
参
照
。

（
注
七
）
古
く
は
根
来
司
（
一
九
五
四
）
な
ど
。

（
注
八
）
こ
の
ほ
か
、
山
内
洋
一
郎
（
一
九
九
三
）、
白
石
良
夫
（
二
〇
〇
八
）、
川
平
敏
文

（
二
〇
一
〇
）
等
の
語
や
文
体
に
関
す
る
受
容
の
研
究
も
あ
る
。

（
注
九
）
中
野
貴
文
（
二
〇
〇
四
）（
二
〇
〇
五
）
で
は
、『
徒
然
草
』
の
第
一
部
を
「
消
息

的
テ
キ
ス
ト
」「
見
ぬ
世
の
人
へ
の
手
紙
」
で
あ
り
、
第
二
部
を
そ
の
発
展
と
し
て
の

「
『
う
ち
と
け
た
』
日
常
の
対
話
の
代
替
行
為
」
か
つ
「
あ
ら
ゆ
る
読
み
手
を
惹
き
つ

け
て
し
ま
わ
ず
に
お
か
な
い
、『
よ
き
人
』
の
こ
と
ば
た
る
こ
と
を
求
め
て
な
さ
れ
た
、

模
索
の
軌
跡
」
で
あ
る
と
す
る
。

（
注
十
）
土
方
洋
一
（
二
〇
〇
七
）
等
、
参
照
。

（
注
十
一
）
桑
原
博
史
（
一
九
九
四
）
等
、
参
照
。

（
注
十
二
）
齋
藤
彰
（
二
〇
一
〇
）
等
、
参
照
。

（
注
十
三
）「
べ
か
ら
ず
」
自
体
は
全
六
七
例
。
全
用
例
は
齋
藤
彰
（
二
〇
一
〇
）
に
列
挙

さ
れ
て
い
る
。

（
注
十
四
）
貞
和
三
（
一
三
四
七
）
年
写
の
天
理
図
書
館
蔵
本
と
室
町
末
期
写
の
尊
経
閣
蔵

本
が
あ
る
。
本
稿
で
は
筧
泰
彦
（
一
九
六
七
）『
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
資
料
編
の

写
真
を
利
用
す
る
。

（
注
十
五
）「
べ
か
ら
ず
」
は
漢
字
書
き
で
「
不
可
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
で
「
不

可
」
の
例
の
あ
る
仮
名
文
書
は
三
八
〇
通
ほ
ど
で
、
仮
名
書
き
の
「
へ
か
ら
す
」「
ヘ

カ
ラ
ス
」
の
例
が
あ
る
文
書
と
同
程
度
の
点
数
が
存
す
る
。
漢
字
表
記
例
が
あ
る
文
書

と
仮
名
表
記
例
が
あ
る
文
書
が
重
な
る
こ
と
は
少
な
く
、
同
一
文
書
中
に
仮
名
と
漢
字

と
両
方
の
表
記
例
が
あ
る
仮
名
文
書
は
二
〇
通
程
度
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
べ
か
ら
ず
」

に
限
っ
て
言
え
ば
、
同
じ
く
仮
名
文
書
で
も
、
こ
れ
を
漢
字
で
書
く
文
書
と
、
仮
名
で

書
く
文
書
と
に
二
分
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
べ
か
ら
ず
」
を
仮
名
で
書
く
文

書
は
、
本
文
「
一
」
で
述
べ
た
書
状
的
な
文
書
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
方
、
漢
字
で

「
不
可
」
と
書
く
仮
名
文
書
に
は
、
書
状
的
な
仮
名
文
書
も
あ
れ
ば
、
書
状
的
と
は
い

い
が
た
い
目
録
類
の
よ
う
な
文
書
も
あ
る
。「
仮
名
で
書
く
」
部
分
の
検
証
は
、
仮
名

文
書
の
資
料
性
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
本
研
究
の
要
と
な
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
ま
ず
は

本
稿
で
仮
名
書
き
用
例
を
『
徒
然
草
』
と
比
較
検
証
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
次
稿
で
あ

ら
た
め
て
「
不
可
」
表
記
の
文
書
の
表
現
に
つ
い
て
対
比
的
に
検
証
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
注
十
六
）「
諍
ふ
」「
是
非
す
」
等
は
物
理
的
動
作
と
し
て
も
実
現
可
能
だ
が
、
文
脈
上
、

心
理
的
な
意
味
が
含
ま
れ
る
と
判
断
し
た
も
の
は
挙
げ
た
。

（
注
十
七
）〈
別
表
２
〉
の
「
禁
止
さ
れ
る
行
為
」
欄
の
右
部
に
○
を
付
け
た
の
が
物
理
的

な
動
作
・
行
動
の
用
例
で
あ
る
。

（
注
十
八
）
用
例
に
は
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
出
典
に
つ
い
て
は
、
括
弧
内
に
、
年
月
日
、

文
書
名
、
伝
来
の
文
書
群
名
、『
鎌
倉
遺
文　

古
文
書
編
』
巻
号
、
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
文
献
名
の
順
に
挙
げ
る
。
単
に
「
写
真
」
と
の
み
記
載
し
た
の
は
筆
者
が
収

集
し
た
原
本
の
写
真
に
よ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
注
十
九
）
こ
の
一
〇
例
の
う
ち
八
例
は
具
体
的
な
話
題
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
一
〇

段
、
一
二
六
段
、
一
八
六
段
、
二
一
七
段
の
五
例
は
会
話
文
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

仮
名
文
書
同
様
、
こ
の
よ
う
な
話
題
や
禁
止
事
項
は
、
対
話
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら

れ
や
す
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
抽
象
的
な
話
題
で
の
心
的
動
作
の
禁
止
は
会

話
文
に
は
用
例
が
な
か
っ
た
。
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（
注
二
十
）
上
接
語
が
「
妨
げ
あ
り
」
の
例
は
今
回
取
り
上
げ
た
禁
止
の
例
二
八
八
例
中
の

四
六
例
に
上
る
。「
相
違
あ
り
」
の
例
は
一
四
例
、「
違
乱
あ
り
」
の
例
は
一
三
例
、「
煩

い
あ
り
」
の
例
は
九
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
仮
名
文
書
に
お
い
て
「
妨
げ
な
し
」「
相

違
な
し
」「
違
乱
な
し
」「
煩
い
な
し
」
が
定
型
的
に
用
い
ら
れ
る
現
象
と
軌
を
一
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
辛
島
（
二
〇
〇
三
）
第
三
章
第
四
節
参
照
。

（
注
二
十
一
）
中
野
貴
文
（
二
〇
〇
六
）
は
「
『
徒
然
草
』
は
芸
道
の
専
門
書
で
は
な
い
。

兼
好
に
は
発
想
を
還
元
す
べ
き
特
定
の
芸
は
な
く
、
ま
た
書
き
伝
え
る
対
象
と
な
り

得
る
弟
子
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
百
五
十
段
の
如
き
芸
道
に
お
け
る

心
構
え
へ
の
言
及
も
、
…
（
中
略
）
…
、
そ
の
よ
う
な
立
場
に
な
い
兼
好
の
言
と
し

て
は
、
座
り
が
悪
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
心
構
え
に
関
す
る
彼
の
発
言
が
単
な
る
芸

道
論
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、
よ
り
普
遍
的
な
人
生
訓
へ
と
転
化
す
る
の
は
必

然
で
あ
っ
た
ろ
う
」（
二
三
頁
）
と
述
べ
る
。

【
参
考
文
献
】

（
研
究
書
・
論
文
）

池
田
証
寿
（
一
九
九
九
）「
徒
然
草
第
百
三
十
六
段
の
一
解
釈　

漢
字
使
用
の
実
態
と
漢
字

字
体
規
範
意
識
と
の
ず
れ
」『
国
語
と
国
文
学
』
七
六
│
五

遠
藤
好
英
（
一
九
八
七
）「
『
徒
然
草
』
の
文
章
試
論
│
文
末
表
現
か
ら
│
」『
文
芸
研
究
』

一
一
四

小
野
正
弘
（
一
九
九
四
）「
『
正
徹
本　

徒
然
草
』
の
和
語
の
か
な
づ
か
い
」『
国
語
論
究

５
中
世
語
の
研
究
』
明
治
書
院

筧　

泰
彦
（
一
九
六
七
）『
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
風
間
書
房

辛
島
美
絵
（
二
〇
〇
三
）『
仮
名
文
書
の
国
語
学
的
研
究
』
清
文
堂
出
版

辛
島
美
絵
（
二
〇
〇
六
）「
文
献
資
料
と
口
語
性
」『
日
本
語
日
本
文
学
の
新
た
な
視
座
』

お
う
ふ
う

辛
島
美
絵
（
二
〇
一
〇
）『
古
代
の
〈
け
し
き
〉
の
研
究
│
古
文
書
の
資
料
性
と
語
の
用
法

│
』
清
文
堂
出
版

川
平
敏
文
（
二
〇
一
〇
）「
江
戸
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン 

徒
然
草
の
漢
訳
」『
文
彩
』
六

桑
原
博
史
（
一
九
九
四
）「
徒
然
草
は
誰
の
た
め
に
書
か
れ
た
か
」『
国
文
学　

解
釈
と
教

材
の
研
究
』
三
九
│
一
〇

小
池
清
治
（
二
〇
〇
五
）「
『
徒
然
草
』
の
文
体
は
明
晰
か
？
」『
宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
研

究
論
集
』
二
〇

今
野
真
二
（
二
〇
〇
二
）「
正
徹
筆
本
『
徒
然
草
』
の
訂
正
個
所
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
語

の
文
字
・
表
記　

研
究
会
報
告
論
集
』
国
立
国
語
研
究
所

齋
藤　

彰
（
二
〇
一
〇
）「
徒
然
草
の
表
現―

〈
べ
し
・
べ
か
ら
ず
〉
の
用
法
に
み
る
兼
好

の
論
理―

」『
学
苑
』
八
三
一

白
石
良
夫
（
二
〇
〇
八
）「
徒
然
草
『
鼻
の
ほ
ど
お
こ
め
き
て
』
考
│
続
オ
ゴ
メ
ク
幻
想
│
」

『
語
文
研
究
』
一
〇
五

中
野
貴
文
（
二
〇
〇
四
）「
『
徒
然
草
』
第
一
部
の
文
学
史
的
性
格
に
つ
い
て
」『
国
語
と
国

文
学
』 

八
一
│
九

中
野
貴
文
（
二
〇
〇
五
）「
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
対
話
│
「
第
二
部
」
論
に
か
え
て
│
」『
国

語
と
国
文
学
』
八
二
│
四
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辛　島　美　絵

中
野
貴
文
（
二
〇
〇
六
）「
心
構
え
の
重
視
│
『
徒
然
草
』
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
│
」

『
国
語
国
文
』
七
五
│
七

中
野
貴
文
（
二
〇
一
一
）「
『
徒
然
草
』
の
書
き
手
」『
文
学
』
一
二
│
一

根
来　

司
（
一
九
五
四
）「
中
世
人
と
中
古
語―

文
語
研
究
へ
の
一
課
題―

」『
国
語
学
』

一
九

野
村
剛
史
（
二
〇
一
一
）『
話
し
言
葉
の
日
本
史
』　

吉
川
弘
文
館

半
藤
英
明
（
二
〇
〇
二
）「
徒
然
草
に
於
け
る
『
ぞ
』
と
『
こ
そ
』
の
近
似
性
」『
国
文
研
究
』

四
七

土
方
洋
一
（
二
〇
〇
七
）『
日
記
の
声
域―
平
安
朝
の
一
人
称
言
説
』
右
文
書
院

福
田
益
和
（
一
九
八
五
）「
兼
好
の
言
語
生
活
一
面
」『
国
語
と
教
育
』
一
〇

山
内
洋
一
郎
（
一
九
九
三
）「
徒
然
草
『
身
を
守
る
に
ま
ど
し
』
の
典
拠
を
め
ぐ
っ
て
」『
文

教
国
文
学
』
三
〇

山
田
健
三
他(

二
〇
一
二
）「
烏
丸
本
徒
然
草
の
印
刷
技
法
」『
人
文
科
学
論
集　

文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
編
』
四
六

山
本
真
吾
（
一
九
九
九
）「
兼
好
の
言
語
規
範
意
識
の
一
側
面―

『
徒
然
草
』
第
百
六
十
段

（
門
に
額
か
く
る
を
）
を
手
懸
り
と
し
て―

」『
人
文
論
叢
（
三
重
大
学
）
』
一
一

（
事
典
・
資
料
集
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
講
座
・
雑
誌
特
集
）

『
阿
蘇
家
文
書
修
復
完
成
記
念　

阿
蘇
の
文
化
遺
産
』
熊
本
大
学
・
熊
本
県
立
美
術
館
編　

二
〇
〇
六
年

『
鎌
倉
遺
文　

古
文
書
編
』
竹
内
理
三
編　

東
京
堂
出
版　

一
〜
四
二
巻　

一
九
七
一
〜

一
九
九
一
年　

補
遺
一
〜
四
巻　

一
九
九
四
〜
一
九
九
五
年

『C
D
-R
O
M

版　

鎌
倉
遺
文
』
竹
内
理
三
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編　

東
京
堂
出
版　

二
〇
〇
八
年

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
九　

方
丈
記　

徒
然
草
』
久
保
田
淳
校
注　

岩
波
書
店　

一
九
八
九
年

『
徒
然
草
講
座
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
一
九
七
四
年　

有
精
堂

「
特
集
『
徒
然
草
』
の
助
詞
・
助
動
詞
」『
月
刊　

文
法
』
二
│
一
〇　

明
治
書
院　

一
九
七
〇
年

『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
飛
田
良
文
他
編　

明
治
書
院　

二
〇
〇
七
年

「
日
本
語
研
究
・
日
本
語
教
育
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
国
立
国
語
研
究
所

【
付
記
】
本
研
究
は
科
研
費
（
前
掲
）
な
ら
び
に
平
成
二
四
年
度
九
州
産

業
大
学
国
内
研
修
（
研
究
課
題
「
国
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
仮
名

文
書
の
資
料
性
研
究
」、
研
修
期
間
平
成
二
四
年
九
月
〜
平
成
二
五
年

二
月
）
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。
古
文
書
の
写
真
を
収
集
す
る
に
当

た
っ
て
は
各
所
蔵
者
・
所
蔵
機
関
の
許
可
と
御
協
力
を
頂
戴
し
た
。
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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〈別表２〉

原本の用例（適宜、読点等を付した） 禁止される行為 文書名 文書群・所蔵者 和暦年月日
『鎌倉遺
文』号数

1
見くるしき人の中にて、返々いミ
しきいてたちあるへからす

いみじきいでたち ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

2
ともかくしまいらせ候事さらにあ
るへからす候也

ともかくす ○ 尼御前屋地売券 九条家文書 嘉元４年３月30日 22593

3
魚・鳥ノアランヲ、…、ハサキヲクヒ
キリテ、舌□サキニ懸テ、ナフリナン
トスヘカラス、男々シカラス

なぶる ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

4 人のうしろ事、返々の給ふへからす のたまう ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

5
よき事をもこのミて、人の事をは
の給ふへからす

のたまう ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

6 返々さしもなき事、あんすへからす 案ず × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

7
老たるによるへからす、又わかきによ
るへからす、心正直にて君をあかめ、
民をはくゝむこそ、聖人とハ申なれ

依る × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

8
老たるによるへからす、又わかきによ
るへからす、心正直にて君をあかめ、
民をはくゝむこそ、聖人とハ申なれ

依る × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

9
是非ニ付テ成敗スへシ、全ク親疎ニヨ
ルヘカラス、タ丶道理ニヨルヘキ也

依る × 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

10
縦いかなる雖有子細それによるへ
からす

依る × 快舜書状
国会図書館蔵明
王院文書

（文保元年）12月25日 26486

11
きやうこうたかいニいろんあるへ
からす候

異論 ○ 源久盛和与状 薩摩比志島文書 正和２年12月２□日 25093

12
おやのけふくんをハ、かりそめな
りとも、たかへ給ふへからす

違う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

13
親ノ言ム事ヲハ、何ニ僻事ト思ト
モ、一度モタカウへカラス

違う ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

14
（親ノ言ム事ヲハ）又ケマウアルヘクハ、
何ナル事ナリトモ、タカフヘカラス

違う ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

15
かゑなき物なとにすゝめられて、わつ
らひをいたし、兄弟中たかふへからす

違う ○ 市河盛房置文 市河文書 元亨元年10月24日 27885

16 あゑていほんすへからす 違犯 ○
相良蓮道（長氏）
置文

肥後相良家文書 延慶４年２月25日 24226

17 いらんをいたすへからす 違乱 ○ 了道譲状 熊谷家文書 正安２年正月23日 20363

18 ゐらんあるへからす 違乱 ○ 建部清元沽却状
薩摩市来政香氏
文書

乾元２年３月24日 21400

19 いらんを申へからす候 違乱 ○ 尼御前屋地売券 九条家文書 嘉元４年３月30日 22593
20 い覧をいたすへからすして知行すへし 違乱 ○ 相馬通胤譲状 陸奥大悲山文書 正和２年11月23日 25042

21
ゆめ／＼こゝしやうらいまて、い
らんあるへからす候

違乱 ○ いゑもと名田去文
尊経閣古文書纂仁
和寺心蓮院文書

正和３年壬３月12日 25118

22
もし人のけうかいによても、へん
かい候てゐらんすへからす候

違乱 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

23 しゝそん／＼さらにいらんすへからす 違乱 ○
平氏女海野信直
室寄進状

能登永光寺文書 文保２年10月25日 26822

24
何子孫たりといふとも、またくい
らんをいたすへからす

違乱 ○ 阿妙譲状 薩摩長谷場文書 元応２年８月３日 27535

25 いらんすへからす 違乱 ○ 青方高継譲状案 肥前青方文書 元亨２年６月　日 28080
26 いらんあるへからす 違乱 ○ 佐伯親重譲状 安芸野坂文書 元亨４年３月８日 28694
27 いらんあるへからす 違乱 ○ 伊賀光貞譲状 陸奥飯野文書 嘉暦２年７月16日 29899

28 いらんあるへからす候 違乱 ○ 平氏女田畠売券
相模覚園寺戌神
将胎内文書

嘉暦４年３月６日 30527

29
この状をもてそんちしなから、そ
しともにいらんあるへからす

違乱 ○ 沙弥行恵置文 島津他家文書 嘉元４年８月21日 51837

30
かのところニいらんも、きよまう
あるへからす候

違乱虚妄 ○
青方高継・高直
連署売券案

肥前青方文書 元亨２年７月10日 28093

31 いらんさをいをいたすへからす 違乱相違 ○
紀正景沙弥道円
連署譲状

大隅有馬文書 延慶４年７月14日 24308

32 いらん□つらいをはすへからす 違乱煩い ○ 白魚行覚譲状案 肥前青方文書 元亨５年６月10日 28916
33 いらんわつらひあるへからす 違乱煩い ○ 源勝譲状案 肥前伊万里文書 正中３年３月７日 29375
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34 いらんわつらいあるへからす候 違乱煩い ○
宇佐安守下作職
売券案

豊前永弘文書 嘉暦元年２月10日 29496

35 いらんわつらいあるへからす候 違乱煩い ○
宇佐安守下作職
売券案

豊前永弘文書 嘉暦元年２月10日 29497

36 いらんわつらひ申へからす候 違乱煩い ○ 白魚盛高和与状案 肥前青方文書 嘉暦２年閏９月29日 30027

37 いらんわつらい申へからす候 違乱煩い ○
はたの光吉屋敷
畠売券

東京大学史料編纂
所蔵長福寺文書

嘉暦４年３月７日 30529

38
たかなをかしゝそん／＼にいたるまて
も、いらん□□□いをいたすへからす

違乱煩い ○
青方覚性・高直
連署譲状案

肥前青方文書 元徳４年２月28日 31699

39 さら／＼ゐらんわつらひあるへからす 違乱煩い ○ 道恵文書売券
尊経閣古文書纂
長福寺文書

正和元年11月30日 51946

40 いらんさまたけあるへ□□す 違乱妨げ ○
左衛門尉資泰家
地売券

田中忠三郎所蔵
文書

元弘２年11月３日 31883

41
ましてしんるい・きやうてい、このたん
なとうにいらんさまたけあるへからす

違乱妨げ ○ 仏念檀那譲状 播磨肥塚文書 元亨３年８月20日 52029

42
又馬ヲ見スシテ、無左右引入ル丶
事スヘカラス　

引き入る ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

43
酒ナントアランニ、一提ナリトモ、
一人シテノムヘカラス

飲む ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

44 広座ニテ水ノムヘカラス 飲む ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

45
又シミツナト興シテ、カワラケ取
□テノミアハムニハ、スコシノメ、
其モイタク多クノムヘカラス

飲む ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

46
庭ニ引立サせテ、人ヲモテ、ソレ取テ
ツナケナント、下知スヘカラス

下知 ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

47
はらのたたん時、下部をかんたう
すへからす

勘当 ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

48
格勤ノ若ラン及中間体ノ者ヲハ、小々
ノ咎ヲハヲシ丶ツメテ、スコシヲトス
様ニ云テ、細々ニ勘当スヘカラス

勘当 ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

49
所領をもたすして、代官をねかふとも、
代官をもたすして、所領をねかふへか
らす

願う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

50
サせキニテ体ヲツクロヒ、若ハキ
ソクツク事アルヘカラス

気息つく ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

51
はくゑきの事ハ、くちおしき事な
れとも、ふしきに人にましわりた
らんに、友をあさむくへからす

欺く × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

52
然者、名主判形候、御うたかひあ
るへからす候

疑い ×
伊勢大国荘雑掌
申状案

東寺百合文書ほ （正安２年）８月15日 20578

53 たねやすかあとをたふへからす 給ぶ ○ 相馬胤康譲状 相馬岡田文書 元徳３年９月26日 31513
54 胤康かあとをたふへからす 給ぶ ○ 相馬胤康大間状 相馬岡田文書 元徳３年９月26日 31514

55
静タル座席ニテ、居カタマリタル所ヘノ
ソミ□ラ□ニハ、イタク高ク居ヘカラス

居る ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

56 サレハトテ、下ニモ居ヘカラス 居る ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

57
しんるい・子とも・めしつかふものなり
とも、さのミけうくんし給ふへからす

教訓す ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

58
六歳日・十歳日に、女にちかつく
へからす

近づく ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

59
た人ニをいてハ、一所なりともつ
かすへからす

継がす ○ さいれん譲状 肥後阿蘇文書 延慶３年10月９日 24093

60
右、名田者、…、向後も（税を）
かけまいらすへからす候

懸く ○ 因幡三郎証状 山城革島文書 延慶元年12月３日 23472

61
仍本年貢九斗四升…勅伝馬代壱貫文御立
用之上は、一切地主ニかけ申へからす候

懸く ○ 西法請文
東京大学史料編纂
所蔵長福寺文書

嘉暦４年８月11日 30689

62 其ノ所知ニ懸望スル事アルヘカラス 懸望 ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

63
わか身たらハすとも、心せはきけ
しき、人に見すへからす

見す ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

64
何ニ不便ニ思者ナリトモ、ウヘニ
勝劣ヲミスヘカラス

見す ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

65

希菓ていのあらんをハ、我もとるやう
に振舞とも、とりはつしたる様にて人
におほくとらすへし、又それも人に見
ゆるやうにはあるへからす

見ゆ ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730
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66

二人つれて道をゆかんに、たかひにした
の心ハ、うちとけ給ふへからす、是ハた
ひ人とつれてゆかん時の事也、されはと
て、きもありかほに、見え給ふへからす

見ゆ ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

67
召仕フモノナリトモ、ヲトナシキ
モノ丶アラム所ニテ、モト丶リ放
テ、白衣ニテ見ヘカラス

見ゆ ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

68 努々疎人ニ見ラル□カラス 見らる ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

69
（女房なとのたち忍たる所をハ）く
したらんする下部までも、見るへ
からすと、かたく申つくへし

見る ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

70 あやしきにめをつけて、見へからす 見る ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

71
余人ノサタヲモ、見カクシ、聞カ
クスヘカラス

見隠し、聞き
隠す

× 末宗起請文 東大寺文書 文保２年12月７日 26879

72 若うらんときハたにのてへやるへからす 遣る ○
尼阿弥陀仏田地
売券案

摂津勝尾寺文書 乾元２年４月13日 21431

73
人に物をぬすまるゝ事ありとも、事か
けさらんには、あらハすへからす

現す ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

74
其ノ器量ニアラサラン者ニ大事ヲ
云合ス□カラス

言い合わす ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

75
物をこそとらせすとも、しやけん
のこと葉をいふへからす

言う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

76 されハとて、きひしくいふへからす 言う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730
77 人ノウヘヲ悪□云ヘカラス 言う ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

78
見くるしくゆいもつなといふ事あ
るへからす

言う ○ 市河盛房置文 市河文書 元亨元年10月24日 27885

79
本作の□さかいさいめをさして譲うへ
は、田畠□いふ事あるへからす

言う ○ 市河盛房譲状 市河文書 元亨元年10月24日 27887

80
まつかやうにいひて、又後にかやうニ
申へきなとの事ハ、あるへからす

申す ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

81
いのちをはしめて、いかなるたか
らをもかきり給ふへからす

限る ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

82
いしやうのもん、大きにこのミ給
ふへからす

好む × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

83
魚とりハ、父母・親子のしゝむら
なりと申、あなかちこれらをこの
ミ給ふへからす

好む × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

84
若人ノ、年ニモニヌヒタ□レ、□
文ノアサキ白ヒタ丶レ、香ソメカ
キ、コノムヘカラス

好む × 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

85 白地□モ、女ノ許ヘ行事アルヘカラス 行く ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

86

かせんなんとしたらん時ハ、くんこう
をハはなして申さすへし、身せはき物
ハ、さやうの時こそひろくもなる事な
れ、わかふんニこめんとすへからす

込めんとす ○
相良蓮道（長氏）
置文

肥後相良家文書 延慶４年２月25日 24226

87 人シナニヨテ差別ヲウシナウヘカラス 差別を失う ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

88
わか用にもたゝぬ物のいのちを、いた
つらにころす事、あるへからす

殺す ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

89 何□腹立事アリトモ、人ヲ殺害スヘカラス 殺害 ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731
90 悪サマニテ六借カラン者ヲハ仕へカラス 使う ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

91
御ほんちきやうのことくにさりわたしま
いらせ候うヘハ、しさいあるへからす候

子細 ○ 平重利去状 薩摩入来院文書 元弘３年11月10日 32685

92
ほんけんニあるうヘハしるすをよはす
候とも、へちのしさいあるへからす

子細 ○ 覚念畠地売券
国立国会図書館
所蔵長禄文書

元弘２年12月２日 52146

93

このところ／＼ハやうし四らう三
らうのしゝそん／＼まて、ちきや
うすへし、たかつくかこまこのな
かにしさいいへからす

子細を言う ○ 青方高継譲状案 肥前青方文書 元亨２年５月23日 28030

94
若致懈怠不弁者、作人おあらためらる
へく候、しさいを申へからす候

子細を申す ○
源重光加地子米
請文

摂津勝尾寺文書 嘉元３年後12月13日 22446

95
もし本のことく、返いさせ給御事
候はんにハ、しさいを申へからす

子細を申す ○ 大中臣茂村契状案
国立公文書館所
蔵光明寺古文書

正和３年３月25日 25109

96
しつせうなく候うヘハ、こ日ニし
さい申すへからす候

子細を申す ○ 青方高光和与状案 肥前青方文書 元応２年10月21日 27601
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97 さらにその時しさいを申へからす候 子細を申す ○
よへいし麦種借
用状

国立国会図書館
所蔵長禄文書

嘉暦３年11月25日 52086

98 我かはゝにかハりておもふへからす 思う × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

99
一夜のかたらひなりとも、先世の
ちきりふかゝるへし、いまをはし
めとおもふへからす

思う × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

100
そうりやうたる人ハ、くはうをつ
とめ、そしを心やすくあらすへし、
またく恩とおもふへからす

思う × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

101 われかくへちとおもふへからす 思う × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

102
かやうに申事ハ、わかおやの我をけう
くんするハかりと思ひ給ふへからす

思う × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

103 我身ヲイミシキ者ト思ヘカラス 思う × 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

104
ノウアレハトテ、人ニホメラレ、
愛せラレムト思ヘカラス

思う × 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

105
かやうニいひたれハとて、そうりやうを
なきかしろニおもふことあるへからす

思う × 沙弥行恵譲状 島津他家文書 嘉元４年７月　日 51835

106
旅なとにて、夫・馬なとに、をも
く物もたすへからす

持たす ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

107 穴賢中間体ノ者ニハ大刀モタスヘカラス 持たす ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

108
大なる太刀・かたな・人めにたつ
くそく、もち給ふへからす

持つ ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

109
おなし程の人ならは、弓もたすハ、
いそきもつへからす

持つ ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

110 腰刀ノサヒタルモツヘカラス 持つ ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

111
人ノ前ニアラン犬、イルコトアル
へカラス

射る ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

112
人ノ給タラム馬ヲ、即無左右人ニアツク
ル事スヘカラス況ヤ人ニトラスヘカラス

取らす ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

113
これにをき候てハ、外にとりかへ
し候ハんする事、ゆめ／＼あるへ
からす候也

取り返す ○
しんとんの氏母
田地売券

摂津勝尾寺文書 嘉元元年12月11日 21702

114
（しよりやうを）ことにさうをよセ
て、とる事あるへからす

取る ○
相良蓮道（長氏）
置文

肥後相良家文書 延慶４年２月25日 24226

115
人に物をほとこせは、それほと諸天の
あたへ給ふ事成、されハとて、事にす
くれたるへからす、よき程なるへし

勝る ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

116
もし人のけうかいによても、にうたう
かみとしてゐらんいたし候とも、さら
に御せうゐんすへからす候

承引 × 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

117
もし人のけうかいによて、へんか
い候て、ゐらんいてき候はん時ハ、
またくせうゐんすへからす候

承引 × 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

118
又人のけうかいによても、へんか
いゝたし候はん時ハ、またくせう
ゐんすへからす候

承引 × 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

119
をくれてなけかん家のちかきとこ
ろにて、きこゆるやうにわらふ事、
ゆめ／＼あるへからす

笑う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

120
おやのはからひをそむきて、のこりの
ことものゆつ□□はすへからす

譲る ○ さいれん譲状 肥後阿蘇文書 延慶３年10月９日 24093

121
右、そりやうハ、…、おもはんこ
一人よりほかハゆつるへからす

譲る ○ 島津久長自筆譲状 島津伊作家文書 文保元年10月22日 26401

122
右、そりやうハ、…、おもはんこ
一人よりほかハゆつるへからす

譲る ○ 島津久長譲状案 島津伊作家文書 文保元年10月22日 26402

123
男女に譲ところは、すゑ／＼まて
も、他人にゆつるへからす

譲る ○ 市河盛房置文 市河文書 元亨元年10月24日 27885

124
しやうしんの物をくわさるさきに、
魚鳥をくうへからす

食う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

125
ムキ風情ノ物食せムニモ、イカメ
シクノウカマシク食ヘカラス

食う ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

126
魚・鳥ノアランヲ、ハウニスキテ、ヲシ
キリ／＼能カマシク食事アルヘカラス

食う ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731



〔 33 〕

日本語史資料としての仮名文書

127
人ノ前ナル酒・肴・菓子体物トリ
テ食ヘカラス

食う ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

128 しれ事・うらミこと申へからす 申す ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

129
もしふほうおいたし候ハヽ、おしとら
れ候ハんに、一こうこと申へからす候

申す ○ 正信請文案 豊前永弘文書 正和２年９月13日 24994

130
たゝし、いかならん人もいてき候て、こ
とも申候ものいてき候て申候へからす

申す ○ 西法置文案 肥前青方文書 正和５年11月８日 26014

131 此タムニツキ候テハ、ス丶ミモ申ヘカラス 申す ○ 末宗起請文 東大寺文書 文保２年12月７日 26879
132 大方人ノ上ヲ云事アルヘカラス 人のうえを言う ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

133
弥三郎かむまはなさんときに、そ
うりやうせいすへからす

制す ○ 青方覚性譲状案 肥前青方文書 元徳２年閏６月２日 31092

134
そうりやうのしほかまにきりこ一人い
るゝへし、そうりやうせいすへからす

制す ○ 青方覚性譲状案 肥前青方文書 元徳２年閏６月２日 31092

135 無左右成敗スル事、努々アルヘカラス 成敗 ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

136
百性のかき内に、いさゝかなるくた物
にても、又つくりたる物なと、さした
る事なからんに、こうへからす

請う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

137
何事にても、勝負にまけたらん時
ハ、いそきふるまうへし、我かち
たらん時ハ、せむへからす

責む ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

138
（道をゆかんに）殊荷付馬・女房・ちこ
なとには、ひきもよけ、おりてもとおす
へし、時によりてなり、疎なるへからす

疎か ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

139
上つかたの大しのさたあらん時ハ、
みなよりあいてさはく□□□、そ
りやくのきあるへからす

疎略 ○ さいれん譲状 肥後阿蘇文書 延慶３年10月９日 24093

140 後代さらにさをひあるへからす 相違 ○ 尼教明譲状案 東寺百合文書ヒ 嘉元３年11月10日 22390

141 しからすハさをひあるへからす 相違 ○
相良蓮道（長氏）
置文

肥後相良家文書 延慶４年２月25日 24226

142
かやうニ候うヘハ、れんあミ・た
ふさおいあるへからす

相違 ○
施薬院領沙汰人
添状

九条家文書 正和元年12月10日 24732

143
かの状のことくは、かくゑんなら
ひにしそくよしたかゝ世まてさう
いあるへからすとうん／＼

相違 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

144
したのさたにおきては、にうたう殿・
太郎殿まてにもさういあるへからす

相違 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

145 すゑかすゑまてもさういあるへからす候 相違 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

146
さを・しろいをりやううらのちと
うしきにおきてハ、さたしちきや
うさういあるへからす

相違 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

147
このところハへちのきをもてさほ
いあるへからす

相違 ○ 信尊田地売券 東寺百合文書ウ 元応元年９月26日 27254

148 さらにさうゐあるへからす候 相違 ○ 正法田地出文 摂津勝尾寺文書 元亨２年３月28日 27992

149 ちきやうさほいあるへからす 相違 ○
尼けうほん在家
売券案

薩摩入来院寺尾
家文書

正中２年７月10日 29149

150
自筆をもんてかきあたへしうヘハ
さをいあるへからす

相違 ○ 曽我光称譲状 遠野南部文書 嘉暦２年９月３日 29960

151 いこゝちきやうさうゐあるへからす 相違 ○ 西殿書下案
東寺百合文書を
(応永の重書）

元徳２年10月21日 31243

152
小ねうのねうはうのちきやうさを
いあるへからす候

相違 ○
深堀時清（カ）
和与状案

肥前深堀家文書 元徳３年８月15日 31492

153
たのさまたけなく、ちきやうさを
いあるへからす

相違 ○ 覚念譲状 薩摩延時文書 正慶２年閏２月５日 32009

154
つくり物なとを、すこしもそんさ
し給ふへからす

損さす ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

155
二人つれて道をゆかんに、たかひにし
たの心ハ、うちとけ給ふへからす

打ち解く × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

156 なけしの面に、竹くき打へからす 打つ ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

157
又河をわたりて、事ありけに、む
かはきうつへからす

打つ ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

158
なけかしき事のいてきたらんをも、
あなかちなけき給ふへからす

嘆く × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

159 泰光かあとをちきやうすへからす 知行 ○ 曽我泰光譲状 陸奥遠野南部文書 嘉元２年５月24日 21831
160 泰光かあとをちきやうすへからす 知行 ○ 曽我泰光譲状 陸奥遠野南部文書 嘉元２年５月24日 21831
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161 はゝのゆいりやうをちきやうすへからす 知行 ○ 豊前弘光田地売券案 豊前小山田文書 延慶元年12月19日 23484
162 唯智があとを知行すへからす 知行 ○ 尼唯智田畠譲状案 豊前小山田文書 延慶４年２月16日 24213
163 さらに他人このところを知行すへからす 知行 ○ 大神頼成譲状 早稲田大学所蔵文書 正和３年11月25日 25302
164 たかつくかあとをちきやうすへからす 知行 ○ 青方高継譲状案 肥前青方文書 元亨２年６月　日 28080

165 またく行盛かあとをちきやうすへからす 知行 ○
経蔵別当法眼行
盛去状

陸奥中尊寺文書 嘉暦３年６月15日 30284

166 一所もちきやうすへからす 知行 ○
尼いくわん山内
時業女譲状

山内文書 元亨４年３月29日 52034

167
大方仏寺ノ児・中童子・中間ナントノ
コノミキルモノヲハ、著スヘカラス

着す ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

168
おなし程の人にさし出、色々しき
物、き給ふへからす

着る ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

169 コトニ目□□立ヲハキルヘカラス 着る ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731
170 ゆるりのふちこゆへからす 超ゆ ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730
171 畳のへりをふむへからす 踏む ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

172
ヲヤカタニ穴賢同座スヘカラス、
別坐ニ著スヘキ也

同座 ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

173
たはふれなれはとて、人のなんを
いふへからす

難を言う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

174
いかなるしつのめなりとも、女の
なんをいふへからす

難を言う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

175
人の身にとんよくといふ心あり、その
心を、わかミにまかせ給ふへからす

任す × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

176
老たる親ののたまハん事をハ、あはれミ
の心をさきとして、そむき給ふへからす

背く ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

177
物をかい候ハん時、ちちやうを一度に
申へし、たかくハかうへからす

買う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

178
きやうかくかあとにをいてハ、う
る事あるへからす

売る ○ 白魚行覚譲状案 肥前青方文書 元亨５年６月10日 28916

179
きハうかたにもすへかすへまても、
うる事かへす／＼あるへからす

売る ○ 白魚行覚譲状案 肥前青方文書 元亨５年６月10日 28916

180 うる事すへかすへまてもあるへからす 売る ○ 白魚行覚譲状案 肥前青方文書 元亨５年６月10日 28916

181
又よう／＼なれハとて、他人にう
るへからす

売る ○ 源勝譲状案 肥前伊万里文書 正中３年３月７日 29375

182 すこしのとかとて、をかすへからす 犯す ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

183
自余の子息等さらにわつらひをい
たすへからす

煩い ○ 定観屋地土倉譲状 九条家文書 嘉元元年10月29日 21664

184 更ニ後日のわつらひあるへからす候 煩い ○ 教善田地垣内売券
国立公文書館所
蔵光明寺古文書

嘉元２年２月７日 21740

185 のやまのわつらいあるへからす 煩い ○ さいれん譲状 肥後阿蘇文書 延慶３年10月９日 24093

186 さら／＼のちのわつらひあるへからす 煩い ○
尼しやうせう所
領売券

田中忠三郎氏所
蔵文書四

延慶４年10月７日 24311

187
まつたいたりとんわつらひあるへ
からす候

煩い ○ いぬいち子譲状案
国立公文書館所
蔵光明寺古文書

正和３年４月26日 25186

188
さいもくとり、れうしなといれん
にわつらいをいたすへからす

煩い ○ 市河盛房譲状 市河文書 元亨元年10月24日 27886

189
如此譲状かきあたふるうゑは、ほんき
う分・ほんさく田畠・在家なと申て、
わつらひをいたすへからす

煩い ○ 市河盛房譲状 市河文書 元亨元年10月24日 27886

190
これより子孫又わつらひをなすへ
からす候

煩い ○
賀茂行久・基久
連署去文

早稲田大学所蔵
文書　

元亨元年12月19日 27922

191 さら／＼わつらい□□へからす 煩い ○
度会権祢宜某利
銭請文

国立公文書館所
蔵光明寺古文書

正中２年正月16日 28961

192
七郎入道ニとらするうヘハ、そし
ともニわつらいをかくへからす

煩いを懸く ○ 沙弥行恵置文 島津他家文書 嘉元４年８月21日 51837

193
堂塔をたて、おや・おうちの仏事をし
たまハん時、一紙・半銭の事にても、
人のわつらいを申させ給ふへからす

煩いを申す ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

194 女わらへなれハとて、いやしむへからす 卑しむ × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730
195 おさなきとて、いやしむへからす 卑しむ × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730
196 御披露ハあるへからす候 披露 ○ 金沢貞顕書状 金沢文庫文書 （正和５年７月） 25881
197 しゆつけをひはうする事あるへからす 誹謗 ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730
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198
（かのちを）二ゐ御せんをはくゝミか
ねて候ほとに、うりわたしまいらせ候
ところ也、御ふしんあるへからす候

不審 × 尼くわんゑ売券案 東寺百合文書カ 乾元２年７月９日 21570

199
酒宴ノ座席ニテハ、貧ケナラン人
ヲハ…是ヘ／＼ト請スヘシ、足本
ヲワクヘカラス

分く ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

200
遊宴ノ座常ニテ、白地ニモ心サハクケ
ヒタル詞ツカヒ□人ニ聞スヘカラス

聞かす ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

201
このうゑは、たかへにへんかいす
へからす候

変改 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

202 このうゑたかへにへんかいすへからす候 変改 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

203
たゝうかすゑかすゑまても、へん
かいすへからす候

変改 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

204
にうたうもすゑかすゑまてもへん
かいすへからす候

変改 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

205
こ殿のかきそゑの状をハ、たゝうかす
ゑかすゑまてもへんかいすへからす

変改 ○ 鎮西下知状案 肥前青方文書 正和４年６月２日 25528

206
わよ申候うヘハ、しゝそん／＼にいた
るまてへんかいあるへからす候

変改 ○
常陸息栖神主光広
等連署起請文案

鹿島神宮文書 元亨元年８月28日 27849

207 マシテ簾コシニ返事スヘカラス 返事 ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

208
いま半分のところハ、ひころ在家
役ヲ在家ニ付テつとめさせたれハ、
わきまうへからす

弁う ○
紀伊阿弖河荘預
所下文案

高野山文書又続
宝簡集七十八

延慶２年５月　日 23694

209
かのけいやくのようとうハ、御わ
きまへあるへからす候

弁う ○ 源忠範和与状 薩摩比志島文書 正和２年11月28日 25050

210 たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 平賀貞泰譲状 長門平賀家文書 正安２年７月29日 20504

211 またくた人のさまたけあるへからす 妨げ ○
ひめやしや女家
地売券

田中忠三郎氏所
蔵文書

正安２年12月６日 20676

212
さらに但人さまたけあるへかへか
らす候（「へか」衍）

妨げ ○
甘南井氏母田地
売券

摂津勝尾寺文書 正安２年12月27日 20695

213
このほかは、さらにたのさまたけ
あるへからす

妨げ ○ 継誉所領譲状案 摂津勝尾寺文書 正安４年３月20日 21008

214
こゝしやうらいというとも、たに
んのさまたけあるへからす

妨げ ○
尼阿弥陀仏田地
売券案

摂津勝尾寺文書 乾元２年４月13日 21431

215
しゝそむ／＼といふとも、たのさ
またけあるへからす

妨げ ○ 道念所領譲状案 山城八坂神社文書 乾元２年閏４月14日 21494

216 またくたのさまたけあるへからす 妨げ ○ くわんゑ敷地売券案 東寺百合文書ケ 乾元２年７月９日 21571

217 さらに／＼たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 実道屋敷譲状
国会図書館所蔵
文書（長禄文書）

嘉元元年９月３日 21641

218 たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 曽我泰光譲状 陸奥遠野南部文書 嘉元２年５月24日 21831
219 又たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 曽我泰光譲状 陸奥遠野南部文書 嘉元２年５月24日 21834
220 又たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 曽我泰光譲状 陸奥遠野南部文書 嘉元２年５月24日 21834
221 返々もたのさまたけあるへからす 妨げ ○ 曽我泰光譲状 陸奥遠野南部文書 嘉元２年５月24日 21834

222 たのさまたけあるへからす候 妨げ ○ 道月譲状
東京大学法学部
蔵三鈷寺文書

嘉元２年８月15日 21946

223
子々孫々にいたるまて、またくた
のさまたけあるへからす

妨げ ○ 藤原利忠譲状案 能登永光寺文書 嘉元２年９月６日 21988

224
きやうこうさらにたのさまたけあ
るへからす候

妨げ ○ 尼御前屋地売券 九条家文書 嘉元４年３月30日 22593

225 更他人のさまたけあるへからす 妨げ ○ 又石女屋地売券 九条家文書 嘉元４年７月28日 22686
226 他のさまたけあるへからす 妨げ ○ 留守亀弥丸譲状 陸奥留守文書 徳治３年５月28日 23273

227 さらにたのさまたけあるへからす候 妨げ ○ 蓮願堂地売券
田中忠三郎氏所
蔵文書

延慶３年２月８日 23885

228 ゆめ／＼他人のさまたけあるへからす 妨げ ○
尼しやうせう所
領売券

田中忠三郎氏所
蔵文書四

延慶４年10月７日 24311

229 またく他人のさまたけあるへからす候 妨げ ○ 友氏家地売券案 安芸蟇沼寺文書 応長２年２月４日 24521

230
きやうこうさらにたのさまたけあ
るへからす候

妨げ ○
尼しんせう所職
譲状案

天野文書（尊経閣
古文書纂諸家文書）

正和元年８月25日 24643

231 更に他のさまた□□□へからす 妨げ ○ 宇佐益輔田畠譲状案 豊前永弘文書 正和元年10月21日 24677

232
さらにもて、後々代々ふといゑとも、
たのさまたけあるへからす者也

妨げ ○ 源次郎畠売券
近江今堀日吉神
社文書

正和２年３月23日 24833

233 たのさまたけあるへからす候 妨げ ○ 秀憲家地売券
早稲田大学所蔵
文書

正和５年９月13日 25933
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234
右、そりやうハ、くんこうのち也、
しそむさまたけあるへからす

妨げ ○ 島津久長自筆譲状 島津伊作家文書 文保元年10月22日 26401

235
右、そりやうハ、くんこうのち也、
しそむさまたけあるへからす

妨げ ○ 島津久長譲状案 島津伊作家文書 文保元年10月22日 26402

236 さらにた人のさまたけあるへからす候 妨げ ○ 上総法印女房譲状 山城八坂神社文書 文保３年３月１日 26959

237
まつたいたりといふとも、たのさ
またけあるへからす

妨げ ○ 信尊田地売券 東寺百合文書ウ 元応元年９月26日 27254

238 向後更たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 武藤経俊田畠譲状 筑前宗像神社文書 元応３年２月15日 27714
239 そのほかは、他のさまたけあるへからす 妨げ ○ 市河盛房譲状 市河文書 元亨元年10月24日 27886
240 たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 工藤貞行譲状 陸奥遠野南部文書 元亨３年11月３日 28573
241 またくたのさまたけあるへからす 妨げ ○ 佐伯親重譲状 安芸野坂文書 元亨４年３月８日 28694

242
このふミをせうもんとして御さた候は
むに、たのさまたけあるへからす候

妨げ ○ 尼戒心田地寄進状
東大法学部所蔵
三鈷寺文書

正中２年７月２日 29144

243
子々孫々といふとも、たのさまた
けあるへからす

妨げ ○ 安保信阿所領譲状案 山城八坂神社文書 正中２年12月６日 29278

244
たゝ一したるうへハ、よのさまた
けあるへからす

妨げ ○
平氏女尼法観屋
地譲状

九条家文書 正中２年12月10日 29285

245 更たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 若松女巷所譲状 東寺百合文書ヱ 正中３年３月16日 29434
246 さらにたのさまたけあるへからす 妨げ ○ 長舜地蔵堂敷地譲状 東寺百合文書ヱ 嘉暦２年正月29日 29732

247 なかくたのさまたけあるへからす 妨げ ○
得田親信所領譲
状案

得田文書（尊経
閣古文書纂）

嘉暦２年３月13日 29776

248 またくたのさまたけあるへからす 妨げ ○ 尼覚性譲状案
東京大学蔵東大
寺文書

嘉暦３年正月24日 30126

249 たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 平宗度譲状 近江朽木文書 嘉暦３年６月13日 30280

250
ちよをに丸そうりやうたるうへハ、
たのさまたけあるへからす

妨げ ○ 白魚盛高譲状案 肥前青方文書 元徳２年５月４日 31033

251
よてきやうこうさらニたのさ□た
けあるへからす

妨げ ○ 千代女家地相博状
百巻本東大寺文
書八十八号

元徳３年11月22日 31549

252 たのさまたけあるへからす 妨げ ○ 尼せうゑん所職譲状案 東寺百合文書レ 元弘３年12月20日 32786

253
純貞ちきやうのほとは、たのさま
たけあるへからす候

妨げ ○ 藤原純貞質券 島津他家文書 徳治３年11月11日 51874

254 たゝした人さまたけあるへからす 妨げ ○ 仏念檀那譲状 播磨肥塚文書 元亨３年８月20日 52029

255 □らにたのさまたけあるへからす 妨げ ○
尼いくわん山内
時業女譲状

山内文書 元亨４年３月29日 52034

256
ふるきこと葉にも、寸善尺魔と申
事あり、能々心得て、物にさまた
けられ給ふへからす

妨げらる ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

257
しんるい又ハ子なとなりともふれ
いなるへからす

無礼 ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

258
又われよりわかくおさあひを、をとゝ
子とおもへはとて、無礼なるへからす

無礼 ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

259 さやうにあれハとて、ふ礼にすへからす 無礼 ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

260 損亡分限ニスキテ免許事アルヘカラス 免許 ○
行真・春熊丸連
署起請文

百巻本東大寺文
書六十八号

文保２年10月６日 26801

261 差タル大事ナラスハ、夜アリキスへカラス 夜歩き ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

262
かへにみゝ、天ニめのようしん也、
ゆたんあるへからす

油断 × 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

263
人ノ給タラム馬ヲ、即無左右人ニ
アツクル事スヘカラス

預く ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

264
人の人をぬす人とさして申とも、
雑物ろけんの儀なくハ、ゆめ／＼
もちゐ給ふへからす

用う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

265
たといせんこのゆつりありといふ
とも、さらにもちいへからす

用う ○ 継誉所領譲状案 摂津勝尾寺文書 正安４年３月20日 21008

266
いらん申候とも、このせうもんのむね
にまかせて、もちいらるへからす

用う ○
尼志阿弥陀仏田
地譲状

日向大光寺文書 嘉元２年正月16日 21728

267
いつれもをなししゆせきにあらす
ハ、もちいへからす

用う ○ 相馬胤康譲状 相馬岡田文書 元徳３年９月26日 31513

268 をなししゆせきならすハ、もちいへからす 用う ○ 相馬胤康大間状 相馬岡田文書 元徳３年９月26日 31514
269 事かけさらん事に、人に用をいふへからす 用を言う ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730
270 構テ書札ノ礼ミタルヘカラス 乱る ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

271
又惣領、そしのかなしミのあらん
を、各別とてはなすへからす

離す ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730
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272
况ヤ女ノ許ニト丶マル事、努々ア
ルヘカラス

留まる ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

273
ほうこうミやつかひをし給ふ事あらん時
ハ、百千人の人をハしり給ふへからす

領る ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

274
はくゑきの事ハ…、わか身それを
しる事、ゆめ／＼あるへからす

領る ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

275

泰光かふけうせさらんものニハ、も
のゝくのひとつにても、下人の一人に
ても、そうもつのせうふんにても、と
らせんをハしるへからす

領る ○ 曽我泰光譲状 陸奥遠野南部文書 嘉元２年５月24日 21834

276 道定かあとをしるへからす 領る ○ 佐々木道定頼信譲状 近江朽木文書 正慶元年８月３日 31801
277 いそもりやうちすへからす 領知す ○ さいれん譲状 肥後阿蘇文書 延慶３年10月９日 24093
278 強チケイノウヲ励ムヘカラス 励む ○ 北条重時消息 天理図書館蔵 13世紀中頃 8731

279
ふりょのさたいてきたらハ、あひ
たかいニ、いろい申すへからす候

弄ふ ○ 青方高光和与状案 肥前青方文書 元応２年10月21日 27601

280
しよのくうしニおきて、そたういけ…
まんさうくうしをちやうしゝて、そう
りやうあいゝろふへからす

弄ふ ○ 沙弥行恵譲状 島津他家文書 嘉元４年７月　日 51835

281
つれ／＼なくさみに、能々御らん
すへし、をの／＼よりほかにもら
したまふへからす

漏らす ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

282
返ゝおかしくつゝましき事なれハ、
他人にもらし給ふへからす

漏らす ○ 平重時消息 尊経閣蔵 13世紀中頃 8730

283 たゝしつとめけたいあるへからす候 懈怠 ○
尼志阿弥陀仏田
地譲状

日向大光寺文書 嘉元２年４月18日 21796

284 せたう・くし、けんたいあるへからす候 懈怠 ○ 正信請文案 豊前永弘文書 正和２年９月13日 24994
285 ゆめ／＼けたいふほうの事あるへからす 懈怠不法 ○ 尼念阿寄進状 東寺百合文書カ 元応元年10月　日 27296

286
しよりやうをもはくゑきにうち入、又
た人ニこきやくする事あるへからす

打ち入る・沽却 ○
相良蓮道（長氏）
置文

肥後相良家文書 延慶４年２月25日 24226

287 此ところをこきやくすへからす 沽却 ○
入真藤原頼門田
地屋敷譲状

肥前武雄神社文書 正和３年９月21日 25227

288
大少の寄合のところにて、醉任狼
藉をいたすへからす候

醉任狼藉 ○ 全次郎入道起請文案
国立国会図書館
蔵明王院文書

正和５年10月９日 25949


